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特集　まちの安全と危険を探そう わ
た
し
た
ち
の
ま
ち　
探
検
隊

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち　
探
検
隊

　11月 5日（土）、郡津小学校区の 2年生から 4年生までの子どもたち 24人が
5班に分かれて、地域の人と一緒に自分たちの住むまちを探検しました。
　この催しは、郡津小学校PTA、2中校区青少年指導員会、ボランティアグルー
プPAの会が主催したもので、地域の人の力を借りながら、子どもたちが、危険か
ら身を守る術や知識を養うため、子どもたちが通う学校や自宅周辺を歩き、ちょっ
と気になる場所などを子どもたち自身で見つけ、絵地図を作る過程で危険に対す
る対応力を養うことを目的にしています。
問い合わせ　広聴広報課（℡   892・0121）

事
前
学
習

　

郡
津
小
学
校
の
多
目
的
教
室
に

集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
リ
ー

ダ
ー
か
ら
「
み
ん
な
が
遊
び
に
行

く
と
き
、
お
母
さ
ん
が
〝
車
に
気

を
付
け
て
ね
〞
と
か
〝
寂
し
い
と

こ
ろ
で
遊
ん
だ
ら
あ
か
ん
よ
〞
な

ん
て
い
わ
れ
ま
せ
ん
か
」
と
。
ま

ち
の
中
で
、
自
分
を
守
っ
て
く
れ

る
も
の
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

か
、
危
険
な
も
の
と
は
ど
ん
な
も

の
か
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
意
見
を
出
し
、
探
検
隊
は
何
を

す
る
の
か
を
話
し
あ
い
ま
し
た
。

ま
ち
探
検
に
出
発

　

24
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
４
〜

５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、学
校

や
普
段
の
遊
び
場
周
辺
の
危
険
な

も
の
と
自
分
た
ち
を
守
っ
て
く
れ

る
も
の
を
探
し
に
出
発
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
探
検
中

　

子
ど
も
た
ち
は
「
こ
こ
は
歩
道

が
な
い
か
ら
怖
い
」「
歩
い
て
い
る

人
が
少
な
い
し
、見
通
し
が
悪
い
」

「
車
が
来
る
と
用
水
路
に
落
ち
そ

う
に
な
る
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

危
険
と
感
じ
た
こ
と
を
記
録
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
守
っ
て
く
れ
る
も
の
と

し
て
「
こ
こ
に
子
ど
も
１
１
０
番

の
旗
が
あ
る
」「
交
通
補
導
員
の

お
ば
ち
ゃ
ん
」「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

な
ど
の
交
通
標
識
」「
注
意
を
書

い
た
立
て
看
板
」「
お
店
屋
さ
ん
」

な
ど
、
ま
ち
の
中
に
は
自
分
た
ち

を
守
っ
て
く
れ
る
大
人
の
人
や
物

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
発
見
し

ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち　
探
検
隊

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち　
探
検
隊

　いつも遊んでいる場所や通学路を歩いて「自分を
守ってくれるもの」と「危険なもの・危険なところ」
を探してみよう
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絵
地
図
を
作
成

　

郡
津
小
学
校
に
戻
り
、
一
緒
に

歩
い
た
地
域
の
人
と
話
し
あ
い
な

が
ら
、
班
ご
と
に
ま
ち
を
歩
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と

を
絵
地
図
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
図
を
作
る

作
業
の
な
か
で
、
危
険
な
場
所
を

避
け
た
り
、
守
っ
て
く
れ
る
も
の

を
認
識
し
た
り
と
、
危
険
に
対
す

る
対
応
力
を
養
い
ま
し
た
。

発
表
会

　

最
後
に
、
班
ご
と
に
、
黒
板
に

地
図
を
は
り
、
探
検
の
結
果
や
話

し
あ
っ
た
内
容
を
発
表
し
ま
し

た
。
子
ど
も
班
の
ほ
か
に
、
地
域

の
大
人
だ
け
の
班
も
２
班
つ
く

り
、
大
人
の
目
か
ら
見
た
発
見
も

発
表
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
ひ
と
り
山
本
和
孝
さ

ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
が

終
わ
る
と
家
に
帰
り
、
地
域
の
公

園
や
広
場
な
ど
で
遊
び
ま
す
。そ

の
と
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

見
守
れ
る
の
は
、
地
域
の
大
人
。

特
に
、
そ
の
時
間
に
街
か
ど
や
家

に
い
る
人
、
散
歩
し
て
い
る
人
た

ち
で
す
。

　

今
回
の
催
し
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
が
行
う
の
で
は
な
く
、
地
域

の
み
な
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、

子
ど
も
と
一
緒
に
歩
い
た
り
、
話

を
し
た
り
、
大
人
も
地
図
を
作
る

な
ど
の
交
流
の
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
に
良
い

絵
地
図
を
つ
く
っ
て
も
、
そ
れ
で

地
域
か
ら
犯
罪
や
事
故
が
な
く
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
自
身

が
危
険
を
避
け
る
力
を
身
に
付
け

た
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た

地
図
を
も
と
に
、
大
人
が
ま
ち
の

危
険
な
場
所
を
改
善
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
、だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
地
図

は
、
地
域
で
行
わ
れ
る
青
少
年
健

全
育
成
関
係
者
の
連
絡
会
で
お

披
露
目
さ
れ
、
話
し
あ
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

郡津小 2年　徳久貴之さん
　まちに自分たちを守ってくれるところがい
くらあっても、危ないところも同じようにた
くさんあっては、だめだなとおもいました。

　青少年育成府民会議
（大阪府生活文化部子ど
も青少年課内）が進める
運動です。地域の協力家
庭が「子ども110番の家」
の旗などを掲げ、子ども
たちがトラブルに巻き込
まれそうになったときに
駆け込み、助けを求める
ことにより、子どもたち
を犯罪から守り、被害を
最小限に止めようとする
運動です。
問 い合わせ　青少年育成
課（℡   892・7721）

「子ども110番の家」
運動とは

郡津小PTA会長　松下晴美さん
　初めて出会う地域の人々を前に、少々緊張気味の
子どもたちでしたが、最後には温かい拍手に励まさ
れ、完成した絵地図を笑顔で発表してくれました。
　地域の人々と触れ合う機会を持てたことは、私た
ち保護者にとっても大変心強いものです。
　普段、子どもたちは「知らない人に声をかけられ
たら逃げるように」と教えられ、防犯ブザーを手に
歩いている中で、子どもたち自身が「守ってくれる
安全な大人」と出会い、自分たちを覚えてもらうこ
とが、やがて「安心・安全」へとつながっていくの
だと改めて感じました。

参加者の声
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し尿の収集
（乙辺浄化センター　℡892・2472）

市役所（℡892・0121）

星田出張所（℡891・2031）

ゆうゆうセンター
（℡893・6400）

水道局（℡891・0016）

ごみの収集
（環境事業所　℡892・2471）

※ 粗大ごみ予約センターは、年末に
大変込み合います。早めの予約を
お願いします。

［年　末］　12月 28 日（水）まで
［年　始］　1月 4日（水）から
※ 休み中も、道路での水漏れなど突発事故は水道局（℡ 891・
0016）に、屋内での突発的な故障や修理は、最寄りの給水工事
指定業者か、交野市水道サービス㈱（℡ 894・0105）　にご連
絡ください。

［年　末］　12月 28 日（水）まで
［年　始］　1月 5日（木）から
※ 定期収集の日程が変更される地域があります。また、水洗化な
どによる臨時収集は、早めに申し込んでください。臨時収集の
時間については、道路事情により多少前後することがあります。

窓口や収集業務

 普通ごみ
　「月・木」地区　最終日 12月 29 日（木）、開始日 1月 5日（木）
　「火・金」地区　最終日 12月 30 日（金）、開始日 1月 6日（金）
粗大ごみ予約センター（℡ 891・5374　午前 9時～午後 4時）
　予約最終日　12月 28 日（水）〈1月11日（水）収集分の締め切り〉
※  12 月 28日（水）・1月 4日（水）収集分は、予約締め切り日が、
どちらも 12月 21日（水）となりますので、ご注意下さい。

 臨時・引越し・持込みごみ
　最終日 12月 22 日（木）〈持込みごみのみ 23日（祝）〉
　開始日 1月 9日（祝）

年末年始の業務案内

［年　末］　12月 28 日（水）まで
［年　始］　1月 4日（水）から
※ 休み中も結婚・出生・死亡などの届け出は、市役所本館地下の警
備員室で受け付けています。
 ゆうゆうバス　12月28日（水）～1月4日（水）は運休
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施設の利用

12月 1月
30（金） 31（土） 1（祝） 2（月） 3（火）

休日急病診療所
（ゆうゆうセンター） ℡  891・8124

内科・小児科 休み 10：00～14：00

歯科 10：00～14：00

年末年始
急病診療所

交野病院 ℡  891・0331 内科・小児科・外科 午前中 10：00～12：00、13：00～15：00

星田南病院 ℡  891・3500 内科・小児科 平常通り 休み 休み

北河内夜間救急センター
（寝屋川市豊野町15－10） ℡  821・3003 内科・小児科 22：00～0：30

※受診されるときは、必ず保険証を持参してください。

12月 1月
25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
日 月 火 水 木 金 土 祝 月 火 水 木 金 土

いきいきランド交野

倉治図書館・青年の家図書室・星田コミュニティーセンター図書室

第1児童センター（幾野）図書室

歴史民俗資料展示室

ゆうゆうセンター

青年の家

星田西体育施設

武道館

グラウンド・テニスコートなどの屋外体育施設
※12月26日（月）は、25日（日）までに申し込んだ場合、利用可能。

星の里いわふね

第１児童センター

その他

12月 1月
25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7
日 月 火 水 木 金 土 祝 月 火 水 木 金 土

枚方警察署・星のまち交番（※） 運転免許の更新・車庫証明など

北河内府民センター（℡  844・1331）ねこの引き取り

四條畷保健所（℡  878・1021） いぬの引き取り

※枚方警察署の取扱時間は午前9時～午後5時で、星のまち交番は午前10時～午後5時です。

救急医療

12月21日（水）から

12月22日（木）から

休　み

休　み

休　み

休　み

広報かたの 1月 1日号は、1月 5日（木）から配布します。
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市政のうごき

16年度
水道事業の決算

　

市
の
水
道
事
業
は
、
給
水
人

口
が
横
ば
い
の
中
、
経
費
の
節
減

や
経
営
効
率
化
に
努
め
た
こ
と

で
、
１
億
７
５
１
９
万
４
千
円
の

当
年
度
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
、
健
全
経
営
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問 

い
合
わ
せ　

水
道
局
（
℡
８
９ 

１
・
０
０
１
６
）

決
算
概
況

　

16
年
度
の
業
務
実
績
は
、
前
年

度
に
比
べ
、
年
間
総
配
水
量
（
注

①
）は
15
万
６
１
０
１
立
方
㍍

（
１
・
77
％
）増
加
し
、
有
収
率
は

94
・
８
％
と
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
ま
し
た
。

　

経
営
状
況
は
、有
収
水
量（
注
②
）

が
１
・
08
％
増
加
し
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
給
水
収
益
は
、
３
１
２
２
万
円

（
２
・
23
％
）増
の
14
億
３
２
４
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
営
業
収
益
が
減

少
し
た
も
の
の
、
営
業
外
収
益
で

あ
る
分
担
金
が
26
・
33
％
増
加
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
総
収
益
は

４
０
３
７
万
９
千
円（
２
・
65
％
）

増
の
15
億
６
１
５
８
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

事
業
費
用
は
、
６
５
１
万
７
千

円
（
０
・
47
％
）減
の
13
億
８
６
３ 

８
万
９
千
円
と
な
り
、
１
億
７
５ 

１
９
万
４
千
円
の
当
年
度
純
利
益

を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主
な
実
施
事
業

　

新
浄
水
場
の
用
地
取
得
、
新
浄

水
場
設
計
委
託
業
務
を
は
じ
め
、

建
設
工
事
と
し
て
、
府
道
交
野
久

御
山
線
導
水
管
布
設
工
事
と
と
も

に
、
路
面
復
旧
委
託
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　

改
良
工
事
と
し
て
は
、
私
部
４

丁
目
地
内
・
私
市
１
丁
目
地
内
・
星

田
山
手
３
丁
目
地
内
配
水
管
布
設

替
工
事
な
ど
を
施
工
し
ま
し
た
。

注 

①
年
間
総
配
水
量　

水
道
局
か

ら
全
世
帯
に
送
り
出
さ
れ
た
年

間
の
総
水
量

注 

②
有
収
水
量　

配
水
量
の
う
ち

料
金
収
入
と
な
っ
た
水
量

損益計算書（16年4月1日～17年3月31日）（単位：円）
借　方 貸　方

科　目 金　額 科　目 金　額
水道事業費用 1,386,388,931 水道事業収益 1,561,583,582 
　営業費用 1,281,906,412 　営業収益 1,478,374,359 
　　原水及び浄水費 559,101,998 　　給水収益 1,432,429,687 
　　配水及び給水費 274,097,373 　　その他営業収益 45,944,672 
　　総係費 219,738,986 　営業外収益 83,209,223 
　　減価償却費 228,653,505 　　受取利息 22,857 
　　資産減耗費 314,550 　　分担金 80,222,000 
　営業外費用 103,568,347 　　雑収益 2,964,366 
　　支払い利息及び
　　企業債取扱諸費 96,224,453 

　　繰延勘定償却 2,600,000 
　　雑支出 4,743,894 
　特別損失 914,172 
　　過年度損益修正損 914,172 
当年度純利益 175,194,651 

計 1,561,583,582 計 1,561,583,582 
貸借対照表（17年3月31日）（単位：円）

借　方 貸　方
科　目 金　額 科　目 金　額

（資産の部） （負債の部）
固定資産 6,497,985,885 固定負債 573,875,550 
　有形固定資産 6,477,667,485 　引当金 573,875,550 
　無形固定資産 318,400 流動負債 197,021,061 
　投資 20,000,000 　未払金 90,462,333 
流動資産 2,422,027,402 　前受金 21,899,140 
　現金・預金 2,272,244,809 　その他流動負債 84,659,588 
　未収金 138,690,685 （資本の部）
　貯蔵品 10,091,908 資本金 3,941,733,969 
　その他流動資産 1,000,000 　自己資本金 307,349,667 
繰延勘定 7,800,000 　借入資本金 3,634,384,302 
　開発費 7,800,000 剰余金 4,215,182,707 

　資本剰余金 3,203,823,531 
　利益剰余金 1,011,359,176 

計 8,927,813,287 計 8,927,813,287 

口 座振替のお願い

　水道料金の納付は、便利で確実
な口座振替をご利用ください。

開 栓、閉栓の手続き

　新しく水道を使用するときや、
使用を止めるときには申し込みが
必要です。水道局、市民課、星田出
張所で、前もって行うことができ
ます。2～ 3日前までに認め印を
持参の上、前記の場所へお越しく
ださい。
　マンションなどの管理会社に水
道料金を支払っている人は、管理
会社に連絡をお願いします。

水 道事業は独立採算制

　水道事業は、みなさんからいた
だく水道料金などで成り立ってい
ます。このため基本的に市の財政
（税金など）からの資金的補助など
はありません。
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放課後児童会の
18年度入会申請

16年度１立方㍍当たりの費用構成比
科　目 構成比 1㎥当たり費用

職員給与費 26.0% 42円28銭
支払利息 7.0% 11円28銭
減価償却費 16.5% 26円80銭
動力費 5.7% 9円25銭
修繕費 7.3% 11円84銭
材料費 0.1% 16銭
薬品費 0.9% 1円44銭
受水費 24.2% 39円35銭
その他 12.3% 20円

計 100.0% 162円40銭

　

市
は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
放
課
後
の
時
間
に
保
護
者

の
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童
に

対
し
、
安
全
の
確
保
と
健
全
な
育

成
を
助
け
る
た
め
に
、
放
課
後
児

放課後児童会一覧表
名　称 実施場所 住　所

○交野児童会 交野小学校内 私部1－54－1
　交野児童会分室 私部ふれあい館内 私部1－36－5
○星田児童会 星田ふれあい館内 星田1－49－11
○郡津児童会 郡津小学校内 郡津4－13－1
　郡津児童会分室 出屋敷ふれあい館内 私部4－11－8
　岩船児童会 岩船小学校内 森北1－25－1
　倉治児童会 倉治小学校内 倉治1－15－1
○妙見坂児童会 妙見坂小学校内 妙見坂7－20－1
　長宝寺児童会 長宝寺小学校内 郡津1－43－1
　旭児童会 旭小学校内 星田4－18－1
　藤が尾児童会 藤が尾小学校内 星田北2－45－1
○私市児童会 私市小学校内 私市9－5－10
※ 入会申請児童数により、児童会を分割・統合することがあ
ります。

童
会
を
開
会
し
ま
す
。

※
入
会
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
新
小
学
１

年
生
〜
新
４
年
生
で
、
保
護
者

の
労
働
・
病
気
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
放
課
後
の
時
間
に
適
切

な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

費　

用

▽ 

月
会
費　

５
０
０
０
円
（
同
一

世
帯
で
２
人
目
以
降
の
児
童
は

２
５
０
０
円
）

▽ 

育
成
活
動
費　

月
額
３
０
１
０

円（
教
材
費
・
お
や
つ
代
な
ど
）

※ 

生
活
保
護
、
就
学
援
助
、
災
害

な
ど
に
よ
り
会
費
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。

申 

請
用
紙
配
布　

左
表
の
と
お
り

申 

し
込
み　

18
年
１
月
10
日（
火
）

〜
20
日（
金
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
た
申
請
用
紙
を
青
少
年
育

成
課

※ 

申
し
込
み
受
け
付
け
時
間
は
、

配
布
時
間
と
同
じ
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

（
℡  
８
９
２
・
７
７
２
１
）

申 請用紙配布〈12月7日（水）～〉

とき・
ところ

青少年育成課
（青年の家）

午前9時～午後9時
（日・月曜日は午後5
時まで）

各児童会

午後1時～6時15分
（下表の○印の児童会
のみ、土曜日午前8時
30分～午後6時15
分も配布）

※ 12月23日（祝）・29日（木）～18年1月3
日（火）・9日（祝）は休館日のため、青少年
育成課・児童会（児童会は毎週日曜日と第
4土曜日も休会日）とも配布しません。

職員給与費 26.0％

支払利息 7.0％

減価償却費 16.5％

動力費 5.7％
修繕費 7.3％

材料費 0.1％

薬品費 0.9％

受水費 24.2％

その他 12.3％
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人事行政の運営状況（概要版）

⑴任免の状況
①職員採用の状況（17年4月1日）

区　分 採用人数
事務職 5人
保育士 2人
消防職 6人
指導主事 3人
合　計 16人

②退職の状況（16年度）
区　分 定年 勧奨 死亡 自己都合
事務職 4人 8人 1人 1人
技術職 2人 1人 1人 －
消防職 － 5人 － －

技能労務職 1人 － － 1人
指導主事 － － － 3人
合　計 7人 14人 2人 5人

⑵部門別職員数の状況

部門 区分
職員数 対前年

増減数16年 17年

一般行政

議会 8 7 -1
総務 101 94 -7
税務 28 27 -1
民生 98 101 3
衛生 90 85 -5
労働 0 0 0
農林
水産 5 5 0

商工 5 5 0
土木 33 32 -1
小計 368 356 -12

特別行政
教育 118 116 -2
消防 63 65 2
小計 181 181 0

公営企業等

水道 35 35 0
下水道 9 8 -1
その他 20 21 1
小計 64 64 0

合計［条例の定数］ 613［728］601［728］ -12
教育長除く計 612 600 -12

※ 定員管理調査による一般職に属する職員数であり、臨時ま
たは非常勤職員を除きます。

⑴人件費の状況（普通〈一般〉会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（17年3月31日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B/A）
15年度の
人件費率

16年度 78,043人 212億7,715万円 3,925万円 57億3,411万円 26,9％ 29.7％
※人件費には、市三役・議員および各種行政委員らの非常勤特別職の給料、報酬を含みます。

⑵職員給与費の状況（普通〈一般〉会計予算）

区　分 職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

17年度 555人 22億1,438万円 8億1,954万円 10億4,713万円 40億8,105万円 735万円
※職員数および給与費は、17年度の当初予算額です。
※職員手当には、退職手当は含みません。

⑶ 職員（一般行政職）の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（17年4月1日現在）
区　分 初任給 経験年数10年 同15年 同20年

大学卒
184,400円 274,200円 320,200円 366,100円

（175,180 円） （260,490 円） （304,190 円） （347,795 円）

高校卒
154,300円 234,600円 283,300円 329,500円

（146,585 円） （222,870 円） （269,135 円） （313,025 円）
※（　）内は、15年7月1日から5％減額した後の額です。

　

市
の
人
事
行
政
の
公
平
性
や
透

明
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
現

在
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
回
の
内
容
は
概
要
版

で
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（url:http://w

w
w
. 

city.katano.osaka.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

人
事
課
（
℡
８
９ 

２
・
０
１
２
１
）

1．職員の任免および職員数の状況

2．給与の状況

市政のうごき
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⑷職員手当の状況
①期末・勤勉手当の状況（16年度）

区分
支給割合 職制上の段階や職務の

級などの加算措置期末手当 勤勉手当

6月期
1.40月分 0.70月分 理事・部長級：20％

次長・課長級：15％
課長代理級：10％
係長級：5％

（0.75 月分）（0.35 月分）

12月期
1.60月分 0.70月分

（0.85 月分）（0.35 月分）
※（　）内は、再任用職員に係るものです。
※国と同様の支給割合です。

②退職手当の状況（16年度）

区分
支給割合

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.00月分 27.30月分
同25年 33.75月分 42.12月分
同35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
加算措置 定年前勧奨退職者2％～20％
特別昇給 1～2号（勧奨退職者に限る）

16年度平均支給額 1,512万円 2,759万円
※ 平均支給額は、16年度に退職した全職種に係る職員に支
給された平均額です。

※国と同様の支給割合です。

③その他の職員手当（17年4月1日現在）
区　分 支給内容

扶養手当

配偶者：13,500円、配偶者以外の2
人まで：6,000円、3人目以降の扶
養親族：5,000円、扶養親族でない配
偶者がある場合の1人目の子など：
6,500円、配偶者のいない場合の1
人目の子など：11,000円、16歳～
22歳の扶養親族（子）は5,500円加
算

住居手当

借家（最高支給限度額）：30,000円、
持ち家で世帯主：13,000円、その他：
11,000円、自ら居住する住宅購入な
どのため借入金を償還している場合
は2,500円加算

通勤手当

交通機関利用者：6か月定期代で
一括支給（全額）、徒歩通勤者：300
円、交通用具等利用者：距離により
2,000円～24,500円、自動車通勤
者は1,000円加算

管理職
手当

理事：63,000円、部長：53,000円、
参事：51,000円、次長：47,000円、
課長：44,000円、主幹：42,000円、
課長代理：38,000円

調整手当 （給料＋扶養手当＋管理職手当）の
10％

特殊勤務
手当

市（13種類）、水道局（7種類）「主な
手当の内容」ごみ収集作業手当：500
円/日、し尿等処理作業手当：350円
/日、消防職員業務手当：水火災200
円/件：救急100円/件、有害物取扱
作業手当150円/日、夜間勤務従事
手当450円

時間外
勤務手当

正規の勤務時間以外に勤務を命じ
られた場合、1時間当たり給与額に
125/100～160/100を乗じた額

休日勤務
手当

休日に勤務を命じられた場合、1
時間当たり給与額に135/100～
160/100を乗じた額

夜間勤務
手当

正規の勤務時間として、午後10時～
午前5時に勤務をした場合、1時間
当たり給与額に25/100を乗じた額

⑸特別職の報酬などの状況（17年4月1日現在）

区　分
16年度支給割合

給料・報酬月額 期末手当
市長 792,000円 4.40月分
助役 726,250円 4.40月分
収入役 639,100円 4.40月分
議長 655,500円 4.40月分
副議長 603,250円 4.40月分
議員 570,000円 4.40月分
区　分 退職手当 支給時期
市長 給料月額×50/100×在職月数

任期毎助役 給料月額×30/100×在職月数
収入役 給料月額×20/100×在職月数

※ 15年7月1日の給料から、市長20％、助役・収入役17％を、同じく
報酬から、議長・副議長・議員それぞれ5％減額した後の額です。

3．勤務時間その他の勤務条件の状況

⑴勤務時間の状況（17年9月1日現在）
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 始業 終業
38時間45分 7時間45分 午前9時 午後5時30分

※休息は正午～午後0時15分、休憩は午後0時15分～1時
※施設など特別な勤務形態をとる職場については、始業・終業時刻が異なる場合があります。

⑵年次有給休暇の状況（16年度）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均使用日数 消化率
23,381日 7,348日 609人 12.1日 31.4％

※年度途中の退職者や派遣職員を除きます。

4.分限および懲戒処分の状況（16年度）

分限処分 懲戒処分
病気休職10件 減給2件

5.服務の状況（16年度）

職務専念義務の免除 営利企業等の従事許可
331件 2件

※ 職務専念義務が免除されるのは、研修や福利厚生事業に参
加する場合などです。

※ 営利企業等の従事許可とは、営利企業その他の団体の役員
などの地位を兼ねる場合などに、任命権者の許可が必要と
なるものです。
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16
年
度
決
算
を
も
と
に
、
財
政

健
全
化
計
画
（
計
画
期
間
16
年
度

〜
22
年
度
）
の
進
捗
状
況
と
19
年

度
ま
で
の
市
の
財
政
の
見
通
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
は
、
22
年
度

に
財
政
収
支
均
衡
と
総
負
債
額
の

１
０
０
億
円
圧
縮
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

6.研修および勤務成績の評定

⑴研修の状況（16年度）
①人事課主催研修
新入職員
研修 OA研修 人権研修 交通安全研修

普通救命
講習

その他特
別研修

9人 57人 88人 48人 20人 54人

②派遣研修

大阪府 マッセ
大阪

全国市町
村国際文
化研究所

河北研修
協議会

その他
派遣研修

2人 104人 5人 15人 102人

③各機関などにおける研修
教育
委員会 消防本部 市議会 農業

委員会
選挙管理
委員会 監査委員 保育士

など
33人 53人 5人 4人 5人 13人 279人

⑵勤務成績の評定の状況（16年度）
　職員の資質向上を目的に、所属長が職員へ
の指導などを行う中で、職員に対する評価を行
い、人事配置や職員の処遇に反映しています。

7.福祉および利益の保護の状況
⑴健康診断の状況（16年度）
　 定期健康診断・VDT検診・有機溶剤従事者検診・深夜業務従事者検診など
　
⑵福利厚生の状況（16年度）
　地方公務員法で義務付けられている職員の福利厚生については、交野市
職員厚生会と大阪府市町村職員互助会（府内42市町村などで構成）で行っ
ています。
　なお、交野市職員厚生会では、17年度から事業主負担金を職員の会費と
同額にするとともに、事業内容の見直しを行いました。大阪府市町村職員互
助会でも同様に事業主負担金や事業内容の見直しが進められています。
① 交野市職員厚生会の事業（健康管理・増進事業、宿泊利用補助事業、レク
レーション事業など）

② 大阪府市町村職員互助会の事業（福利厚生事業、貸付事業、給付事業など）

⑶公務災害補償の状況（16年度）
公務災害申請件数 通勤災害申請件数

14件 1件

8.公平委員会の報告事項

⑴勤務条件に関する措置の状況　該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、市の当局により適当な措
置がとられるべきことを要求することができます。

⑵不利益処分に関する不服申立ての状況　該当なし
※ 職員は、地方公務員法により、懲戒その他意に反する不利益な処分に関して、公平委員会に不服の申し立てをすること
ができます。

財政健全化計画

進捗状況

市政のうごき

　

ま
た
、
19
年
度
ま
で
の
財
政
の

見
通
し
は
、
財
政
健
全
化
の
た
め

の
施
策
や
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど

に
よ
っ
て
、
累
積
赤
字
が
23
億
円

改
善
さ
れ
る
状
況
で
す
が
、
な
お

13
・
８
億
円
の
累
積
赤
字
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
進
捗
状
況
を
評
価
・

公
表
す
る
こ
と
で
、
目
標
の
達
成

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

財
政
健
全
化
推
進

課（
℡
８
９
２
・
０
１
２
１
）

　

主
な
施
策
の
実
施
状
況
と

　

財
政
効
果
額

　

 

削
減
目
標
額
83
・
7
億
円
に

対
し
、
47
億
円
を
削
減
。19
年

度
ま
で
で
当
初
目
標
の
56
％

を
達
成（
見
込
み
）

 

「
守
備
範
囲
の
見
直
し
と
、
財
政

構
造
の
再
構
築
に
よ
る
収
支
不
足

へ
の
対
応
」

46
億
９
７
７
７
万
円

①
人
件
費
の
抑
制

25
億
５
３
９
０
万
円

▽ 

職
員
数
の
削
減　

９
年
４
月
と

比
較
し
て
93
人
（
13
％
）
削
減
、

22
年
４
月
ま
で
に
は
１
４
７
人

（
20
％
）を
目
標（
上
表
）

職員数の削減状況（9年から削減を開始）
と　き 職員数 対9年人数 対9年割合
9年4月 710人 - -

⇩
15年4月 640人 70人減 9.9％減
16年4月 629人 81人減 11.4％減
17年4月 617人 93人減 13.1％減

⇩
22年4月 563人 147人減 20.7％減
※国・府派遣職員などを含む。
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▽ 

職
員
給
与
を
18
年
８
月
ま
で

５
％
、
議
員
報
酬
を
５
％
、
特

別
職
給
与
を
17
〜
20
％
削
減

▽
早
期
勧
奨
退
職
制
度

▽
時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減

▽
退
職
手
当
の
６
％
削
減

②
行
政
運
営
、事
業
の
見
直
し

13
億
２
８
４
７
万
円

▽ 

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

▽ 

広
報
紙
の
月
１
回
発
行
、
配
布

方
法
の
見
直
し

▽ 

心
身
障
害
者
等
福
祉
金
見
直
し

▽
外
郭
団
体
の
経
費
負
担
見
直
し

▽
補
助
金
の
削
減

▽
道
路
維
持
管
理
費
の
１
割
削
減

▽ 

物
件
費
の
削
減
（
光
熱
水
費
、

委
託
料
な
ど
）

▽ 

米
飯
給
食
の
民
間
委
託
（
17
年

４
月
〜
）

▽ 

交
通
傷
害
補
償
事
業
の
廃
止

（
18
年
度
〜
）

▽ 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
（
18

年
４
月
〜〈
予
定
〉）

③
歳
入
の
増
加８

億
１
５
４
０
万
円

▽
市
税
の
徴
収
率
の
向
上

▽
市
保
有
地
の
売
却

▽
各
種
証
明
手
数
料
の
改
正

▽
市
営
葬
儀
使
用
料
の
改
正

▽ 

基
本
健
診
・
各
種
検
診
の
実
費

徴
収
金
の
改
正

▽
保
育
料
の
改
正（
17
年
４
月
〜
）

▽ 

放
課
後
児
童
会
の
有
料
化
（
17

年
４
月
〜
）

▽ 

市
税
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止

（
19
年
４
月
〜〈
予
定
〉）

　

 

財
源
活
用
目
標
額
45
・
２
億

円
に
対
し
、
16
・
６
億
円
を
活

用
。19
年
度
ま
で
で
当
初
計
画

の
37
％
を
活
用（
見
込
み
）

「
事
業
・
予
算
の
選
択
と
集
中
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

16
億
６
３
８
８
万
円

① 

安
心
・
安
全
に
向
け
た
基
盤
づ

く
り　
　

５
億
６
４
０
３
万
円

▽ 

消
防
庁
舎
の
耐
震
化
、
消
防
車

両
・
資
機
材
の
増
強

▽ 

学
校
の
耐
震
補
強
工
事

▽
防
犯
灯
の
照
度
ア
ッ
プ

▽ 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
補
助
金

▽ 

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

▽ 

児
童
生
徒
の
安
全
対
策
（
警
備

員
の
配
置
）

▽
北
河
内
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

②
土
地
開
発
公
社
の
健
全
化

10
億
９
９
８
５
万
円

▽ 

第
二
京
阪
道
路
関
連
用
地
の
買

い
戻
し
・
売
却

▽ 

市
民
創
造
の
森
用
地
の
買
い
戻

し
・
事
業
化

▽
道
路
・
公
園
用
地
の
買
い
戻
し

▽
星
田
駅
前
用
地
の
買
い
戻
し

　

19
年
度
ま
で
の
財
政
収
支

　

見
通
し

「
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
を
受

け
、23
億
円
の
改
善
に
と
ど
ま
る
」

　

15
年
11
月
に
は
、
こ
の
ま
ま
何

の
対
策
も
講
じ
な
け
れ
ば
、
18
年

度
に
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る

見
込
み
で
し
た
。

　

17
年
８
月
の
結
果
で
は
、
19

年
度
に
お
い
て
、
累
積
赤
字
が

36
・
８
億
円
か
ら
13
・
８
億
円

が
、
19
年
度
に
お
い
て
89
億
円
の

削
減
が
見
込
め
、
計
画
を
上
回
る

改
善
が
達
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

主
な
要
因
は
、
土
地
開
発
公
社

健
全
化
の
取
り
組
み
や
起
債
の
抑

制
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
の
主
な
課
題

① 

施
設
修
繕
費
の
増
加
（
い
き
い

き
ラ
ン
ド
交
野
、各
学
校
な
ど
）

② 

施
設
の
老
朽
化
に
と
も
な
う

立
て
替
え
や
更
新
（
給
食
セ
ン

タ
ー
・
新
ご
み
処
理
施
設
な
ど
）

③ 

20
年
度
〜
22
年
度
に
、
団
塊
の

世
代
の
退
職
（
約
１
０
０
人
）

時
期
を
迎
え
、
退
職
金
が
財
政

を
圧
迫

に
規
模
が
縮
小
し
、
23
億
円
（
基

金
取
り
崩
し
を
除
い
た
実
質
は

15
・
９
億
円
）
の
収
支
改
善
が
図

ら
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

財
政
健
全
化
の
た
め
の
施
策

は
、
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
ま

す
が
、国
の
三
位
一
体
の
改
革
で
、

19
年
度
ま
で
で
約
30
億
円
の
財
源

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
マ
イ
ナ

ス
要
因
と
し
て
働
き
、
本
市
の
財

政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
収
支
均
衡
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
負
債
額
の
進
捗
状
況

　

こ
の
計
画
で
は
、
14
年
度
〜
22

年
度
で
総
負
債
額
の
１
０
０
億
円

の
削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た

19 年度までの財政収支見通し

総負債額の進捗状況



　 電話番号案内
市役所 ℡892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡892・0121

星田出張所 ℡891・2031
ゆうゆうセンター ℡893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡893・6400

　健康増進課 ℡893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡892・3077
ボランティアセンター ℡894・3737
環境事業所（ごみ） ℡892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡891・5374
乙辺浄化センター（し尿） ℡892・2472
リサイクルセンター ℡893・8651
青年の家 ℡892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡892・7721

　 教育総務課、保健給食課 ℡810・0530
　学務課、指導課、人権教育指導室 ℡810・0522
星の里いわふね ℡893・3131
星田西体育施設 ℡893・7721
第 1児童センター ℡893・1144
いきいきランド交野 ℡894・1181
倉治図書館 ℡891・1825
教育文化会館 ℡810・6667
文化財事業団 ℡893・8111
いきものふれあいセンター ℡893・6520
消防本部・署 ℡892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡892・0119
水道局 ℡891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡891・0016

水道サービス株式会社 ℡894・0105
シルバー人材センター ℡893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

　

冬
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

12
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

集 　

合　

午
前
９
時
に
河
内
磐
船
駅

内 　

容　

野
山
の
小
鳥
と
白
旗
池

に
渡
っ
て
き
た
オ
シ
ド
リ
・
マ

ガ
モ
な
ど
を
観
察

コ 

ー
ス　

河
内
磐
船
駅

←

か
い

が
け
の
道

←

野
外
活
動
セ
ン

タ
ー

←

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

←

倉
治
公
園

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
あ
れ
ば

双
眼
鏡
・
野
鳥
図
鑑

※ 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
服
装
と
靴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

主 　

催　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

申 

し
込
み　

当
日
直
接
集
合
場
所

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー

文化教室のお知らせ
ハンドベル教室

と 　き　18年 1月～ 3月の毎月第 2・4木曜日（2月は第 2・
3木曜日）午前 10時～正午（全６回）

ところ　青年の家学びの館
講　師　寝屋川サウンドエコー指揮者　杉林則子さん
定　員　20人
※応募者が 10人未満の場合は、開講しません。

生涯学習講座Ⅱ（昭和編）
と 　き　18年１月～３月の第２・４火曜日午前10時～正午（全
６回）

ところ　青年の家
講　師　尼崎市民交響楽団常任指揮者　辻敏治さん
定　員　50人
※応募者が 30人未満の場合は、開講しません。
対　象　市内在住・在勤の 18歳以上の人
参加費　6,000 円
持ち物　筆記用具
申 し込み　12月 19日（月）〈消印有効〉までに往復はがきに①
教室名②住所③氏名（ふりがな）④電話番号を記入し、〒 576
－ 0052　私部 2－ 29－ 1　㈶交野市体育文化協会

問い合わせ　同協会（℡ 892・7721）

　

お
わ
び
と
訂
正

　　
「
広
報
か
た
の
」
11
月
１
日
号

９
ペ
ー
ジ
、「
星
の
ま
ち
め
ぐ
り
ウ

オ
ー
ク
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

誤
り
は「
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」で
、

正
し
く
は「
薬
師
如
来
坐
像
」で
す
。

　

深
く
お
わ
び
し
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

アウトドア
　 冬のバードウオッチング
　 おわびと訂正
　 星の里いわふねからのお知らせ

スポーツ
　 らくらく水泳教室

文　化
　 しめなわづくり

  文化教室のお知らせ
  プラネタリウム新番組
  明るい選挙啓発ポスター入賞作品決定

17.12.01 (12)
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星
の
里
い
わ
ふ
ね

　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

星
の
里
い
わ
ふ
ね
で
は
、
火
災

予
防
と
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
、

11
月
か
ら
河
原
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
禁
止
し
ま
し
た
。ロ
ッ
ジ
下

な
ど
、
所
定
の
場
所
以
外
で
の
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
所
定
の
場
所
で
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
希
望
す
る
人
は
、
予

約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

星
の

里
い
わ
ふ
ね

　

ら
く
ら
く
水
泳
教
室

　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
で
は
、

障
害
者（
児
）を
対
象
に
し
た「
ら

く
ら
く
水
泳
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。

と 　

き　

18
年
１
月
14
日
（
土
）

〜
２
月
18
日
（
土
）
の
毎
週
土

曜
日

※ 

教
室
期
間
内
に
欠
席
し
た
人
の

た
め
に
、
２
月
25
日（
土
）を
予

備
日
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

わ
く
わ
く
プ
ー
ル

ク
ラ
ス
・
対
象

▽ 

知
的
障
害
者
ク
ラ
ス
（
午
前
10

時
〜
10
時
50
分
）
＝
療
育
手
帳

を
持
つ
小
学
生
以
上
の
人

▽ 

肢
体
不
自
由
者
ク
ラ
ス
（
午
前

11
時
〜
11
時
50
分
）
＝
障
害
者

手
帳
を
持
つ
小
学
生
以
上
の
人

※ 

い
ず
れ
も
小
・
中
学
生
や
、
16

歳
以
上
で
介
助
が
必
要
な
人
は

介
助
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

定　

員　

各
15
人

内 　

容　

そ
れ
ぞ
れ
の
泳
力
や
目

的
に
あ
わ
せ
て
、
水
慣
れ
か
ら

泳
法
ま
で
を
指
導
。
ま
た
、
体

力
の
強
化
や
集
団
活
動
へ
の
対

応
な
ど

参
加
費　

５
０
０
０
円（
全
６
回
）

申 

し
込
み　

参
加
費
・
印
鑑
・
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

持
参
し
、
12
月
３
日（
土
）午
前

９
時
30
分
か
ら
わ
く
わ
く
プ
ー

ル
フ
ロ
ン
ト
（
平
日
は
午
後
８

時
30
分
、
日
曜
日
・
祝
日
は
午

後
５
時
ま
で
、火
曜
日
は
休
館
）

※ 

定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
盗
難
、
置
き
引
き
に

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

内
で
、
盗
難
や
置
き
引
き
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
先
日
は
ひ
っ
た
く

ス
ポ
ー
ツ

文　
化

　

し
め
な
わ
づ
く
り

　

お
正
月
に
、
家
族
で
つ
く
っ
た

し
め
な
わ
を
玄
関
に
飾
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
10
日（
土
）

▽
午
前
の
部 

午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部 

午
後
１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

ロ
ビ
ー

定　

員　

各
部
と
も
先
着
30
人

参
加
費　

無
料

服　

装　

作
業
が
で
き
る
服
装

講 　

師　

交
野
古
文
化
同
好
会　

小
野
香
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

１
日（
木
）か
ら
電
話
か
、
直
接

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

プラネタリウム新番組
「きかんしゃトーマス」

　星の里いわふねプラネ
タリウムでは、12月 5日
（月）から新番組「きかんし
ゃトーマス　～夜空には
星がいっぱい～」を投影し
ます。
　「きかんしゃトーマス」
は、線路を走りながら、素
晴らしい満天の星や星座
を見たり、夢で宇宙の中をすい星と競争する物語
です。
※月・水曜日の 10時投影分は幼児向け番組です。
［休館のお知らせ］
※ 番組入れ替えのため 11月 28日（月）～ 12月
4日（日）まで休館させていただきます。

問い合わせ　 星の里いわふね

明るい選挙啓発ポスター
入賞作品が決まりました

　明るい選挙推進協議会は、10月 5日（水）、明
るい選挙啓発ポスターコンクールの審査を行い、
市内の小・中学校から応募された作品の中から最
優秀賞と優秀賞を次のとおり選びました。敬称略

▽最優秀賞
　藤野　水英（藤が尾小 6年）

▽優秀賞
　伊田　暁人（藤が尾小 6年）
　西嵜　智哉（藤が尾小 6年）
　永井　千春（3中 3年）
問い合わせ　選挙管理委員会事務局

り
も
発
生
し
ま
し
た
の
で
、
所
持

品
の
管
理
に
は
、
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
は
必

ず
か
ぎ
を
か
け
て
ご
利
用
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

わ
く
わ
く
ス
イ
ミ

ン
グ
教
室
（
℡  
８
９
４
・ 

１
１ 

８
７
）

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。



17.12.01 (14)

教　
育

教　育
　 教育委員会委員に文部科学大臣表彰

福　祉
　 愛の献血
　 緊急通報システムをご利用のみなさんへ
　 大阪ろうあ者成人式
　 児童扶養手当、特別児童扶養手当
　 大阪市立盲学校生徒募集

保険・年金
　 国民健康保険料の納付
　 介護保険料の納付

  青少年コーナー
  老人医療証の交付申請
  国民健康保険加入者のみなさんへ

　

教
育
委
員
会
委
員
に

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

10
月
20
日
（
木
）、
東
京
都
の
日

比
谷
公
会
堂
で
、
市
教
育
委
員
会

委
員
長
の
羽
石
寛
寿
さ
ん（
写
真
）

が
、
17
年
間
、
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
地
方
教
育
行
政
の
発
展
に

尽
く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

福　
祉

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

　

ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
電
話

回
線
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
一
般
加
入
電
話
回

線
）を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
回
線

（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、
Ｉ
Ｐ
電

話
な
ど
）
や
特
殊
回
線
（
固
定
電

話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
は
、
通
話
不

能
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
課

　

愛
の
献
血

　

交
野
市
献
血
推
進
協
議
会
は
、

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と 　

き　

12
月
21
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

イ
ズ
ミ
ヤ
㈱
交
野
店

※ 

本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証
明

す
る
も
の（
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

と 　

き　

18
年
１
月
８
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

と 
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①

住
所
②
氏
名
③
生
年
月
日
④

フ
ァ
ク
ス
番
号
を
電
話
か
、
フ

ァ
ク
ス
で
大
阪
聴
力
障
害
者

協
会
事
務
局
の
肥
田
さ
ん
（
℡  

06
・
６
７
６
１
・
１
３
９
４　

℻  
06
・
６
７
６
８
・
３
８
３
３
）

青少年コーナー
「インターネットと子どもたち」

　

今
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
夢

中
に
な
っ
て
い
る
携
帯
電
話
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
考
え
て
み
れ
ば
、

そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
の
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
携
帯
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
す
で
に
私

た
ち
大
人
に
と
っ
て
も
、
今
や
重

要
な
生
活
の
道
具
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
ん
な
に
も
こ
の
文
字
や

画
像
な
ど
で
や
り
取
り
さ

れ
る
世
界
に
興
味
を
示
す

の
で
し
ょ
う
か
。

　

理
由
は
、
い
く
つ
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

匿
名
性
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
世
界
の
中
で
、
素
直
な

自
分
を
表
現
出
来
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の

も
、
そ
の
一
因
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
の

浅
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
そ

ん
な
喜
怒
哀
楽
が
交
差
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
中
で
は
、
時

と
し
て
誤
解
や
意
見
の
対
立
も
起

こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
の
中
に
つ
く
ら

れ
た
架
空
の
社
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
と
い

う
機
械
を
通
し
て
、
そ
の
向
こ
う

側
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
感

情
を
持
っ
た
無
数
の
人
々
が
存
在

し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
経
験
の
少
な
い
子
ど
も

た
ち
に
、
大
人
の
思
惑
も
か
ら
む

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に
触
れ

さ
せ
る
こ
と
を
、
良
し
と
し
な
い

意
見
も
根
強
く
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
す
で
に
私
た
ち
の
生

活
に
深
く
入
り
込
ん
で
い

る
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
子
ど
も
た
ち
を
、
ど
う

向
き
合
わ
せ
て
い
く
の
か

を
、
考
え
て
い
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

確
か
に
「
難
し
く
て
、

良
く
分
か
ら
な
い
」
と
言

う
意
見
も
多
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
も
し
も
、
い

つ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

検
索
を
専
門
に
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
こ
ん
な
語
句
を
打
ち
込
ん
で

検
索
し
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。「『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
』『
子
ど

も
』『
問
題
』」。

　

幾
多
も
並
ぶ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

中
に
、
何
か
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

交
野
市
青
少
年
指
導
員
会
広
報
部

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課



(15)17.12.01

　

母
子
家
庭
等
の
母
ら
に

　

児
童
扶
養
手
当

　

障
害
児
を
監
護
す
る
家
庭
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
、
児
童
を
監
護

し
て
い
る
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育（
児
童
と
同
居
し
、

監
護
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
こ
と
）
し
て
い
る
人
が
受
給
で

き
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
手
当
を

受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
資
格
喪
失
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。届
け
出
を
し
な
い

ま
ま
手
当
を
受
け
て
い
る
と
そ
の

期
間
の
手
当
を
全
額
返
還
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

① 

手
当
て
を
受
け
て
い
る
母
が
婚

姻
し
た
と
き
（
内
縁
関
係
、
同

居
な
ど
も
同
じ
）

② 

対
象
児
童
を
養
育
、
監
護
し
な

く
な
っ
た
と
き
（
児
童
の
施
設

入
所
、里
親
委
託
、婚
姻
を
含
む
）

③ 

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
恩
給

な
ど
公
的
年
金
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き

④ 

遺
棄
さ
れ
て
い
た
児
童
の
父
が

帰
っ
て
き
た
と
き
（
安
否
を
気

づ
か
う
電
話
、
手
紙
な
ど
連
絡

が
あ
っ
た
場
合
を
含
む
）

⑤ 

児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き（
父
の
拘

束
が
解
除
さ
れ
た
場
合
を
含
む
）

⑥ 

そ
の
他
受
給
要
件
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
と
き

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神

に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児

童
を
養
育
（
児
童
と
同
居
し
、
監

護
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

こ
と
）す
る
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
支
給
に
は
、他

の
公
的
年
金
給
付
と
の
関
連
・
所

得
制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
や
住
所
、
氏
名
な

ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
12
月
期
の
定

時
払
い
は
、12
月
９
日（
金
）で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

12
月
分
の
普
通
徴
収
（
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

を
除
く
）
の
納
期
限
は
18
年
１

月
４
日
（
水
）
で
す
。
必
ず
納

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

介
護
保
険
料
の
納
付

国民健康保険料
の納付

　12 月分の納期限は 12 月
27日（火）です。期限内に納
めましょう。
問い合わせ　国民健康保険課

国民健康保険加入者のみなさんへ
■出産費資金貸付制度
　国民健康保険に加入している人が妊娠した
とき、出産育児一時金が支給されるまでの間、
出産に関する資金を 24 万円を限度に貸し付
けします。
対 　象　国民健康保険被保険者の属する世帯
主で、出産一時金の支給が見込まれる人で、
次のいずれかの条件にあてはまる人

▽妊娠週数が 36週以上の人

▽ 妊娠週数が 12 週以上で、出産に関する費
用を医療機関から請求を受けた人、または
支払った人
※ 保険料を完納または納付誓約を履行してい
る人に限ります。

■健康カレンダーを配布
　18 年の健康カレンダーを、市役所・ゆう
ゆうセンター・星田出張所で配布しています。
　ご希望の人は最寄りの窓口までお越しくだ
さい。
問い合わせ　国民健康保険課国保係

　

大
阪
市
立
盲
学
校
高
等
部

　

生
徒
募
集

　

大
阪
市
立
盲
学
校
高
等
部
で

は
、
視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
（
全

盲
・
弱
視
）
を
対
象
に
生
徒
を
募

集
し
ま
す
。

老人医療証の交付申請
　次のいずれかに該当する人は、18 年 1月 1日（日）か
ら老人医療（医療費の助成）制度の受給資格を取得するこ
とができますので、医療証の交付申請にお越しください。

▽ 18 年 1月中に満 65歳になる人で
①精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
②結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
③特定疾患医療受給者証を持っている人
④ひとり親家庭医療制度に該当する人
※ただし、所得制限があります。

▽ 16 年 10月末現在ですでに 65歳以上 70歳未満の人で
①市民税非課税世帯
②精神保健法に該当する人（患者票所持の人）
③結核予防法に該当する人（患者票所持の人）
④特定疾患医療受給者証を持っている人
⑤ひとり親家庭医療制度に該当する人
※②～⑤に該当の人は、所得制限があります。
持 ち物　健康保険者証、それぞれ該当を証明するもの（患
者票など）

申 し込み・問い合わせ　12月 20日（火）から国民健康保
険課老人医療係

　

高
校
の
課
程
に
あ
た
る
普
通
科

と
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
、

鍼
、
灸
の
資
格
取
得
の
た
め
の
理

療
科
が
あ
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
校
高
等
部
の
帆

　

足
さ
ん（
℡  
06
・ 

６
３
２
８
・
７

　

０
０
０　

℻  
06
・
６
３
２
８
・

　

５
８
９
６
）保

険
・
年
金

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。
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税

　税
　 決算説明会
　 固定資産税・都市計画税の納期月

くらし
　 年末年始の消防特別警戒
　 まちづくりラウンドテーブル
　 水道局からのお願い
　 交野市農業まつり
　 労働なんでも相談ダイヤル

  環境フェスタ　ブース展示募集
  バス エコファミリーキャンペーン
  消費者相談

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税
の
納
期
月

　

12
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
３
期
分
の
納
期

月
で
す
。

　

期
限
の
12
月
26
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

決
算
説
明
会

　

17
年
分
の
確
定
申
告
に
向
け

て
、
決
算
の
仕
方
や
決
算
書
（
収

支
内
訳
書
）
の
書
き
方
な
ど
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
改
正
消
費
税
法

に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
８
日（
木
）

▽
白
色
申
告
＝
午
前
10
時
〜
正
午

▽ 

青
色
申
告
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
計
算
用
具

（
電
卓
な
ど
）、
直
近
の
決
算
書

な
ど

※ 

車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
税
務
署
個
人

課
税
部
門
（
℡
８
４
４ 

・
９
５ 

２
１
）

「環境フェスタ in交野」
ブース展示募集

　かたの環境ネットワークと交野ロータ
リークラブの主催で、環境問題について
わかりやすく伝え、地域環境保全活動の
交流を目的に「環境フェスタ」を開催し
ます。
　日ごろから環境について活動している
みなさんのブース展示をしてみませんか。
と 　き　18 年 2 月 5 日（日）午前 9 時
30分～午後 5時

ところ　星の里いわふね
参加費　無料
定　数　10ブース
※ ブースの広さは間口 2.4 ㍍×左右 1.2
㍍×高さ 1.8 ㍍です。

※定数になり次第、締め切ります。
申 し込み・問い合わせ　環境保全課か、交
野ロータリークラブ（℡893・3700）

バス  エコファミリーキャンペーン

　府は、環境や交通渋滞のことを考え、自動車から公共交
通に転換してもらうために、子どもたちや家族を対象に、
大人１人分の運賃で、同伴の子ども（小学生以下）２人が無
料で乗車できるキャンペーンを実施します。
と 　き　12月 3日（土）・4日（日）・10日（土）・11日（日）
対 象路線バス　阪急バス、京阪バス、南海バス、南海ウイン
グバス金岡、南海ウイングバス南部、水間鉄道、近鉄バス
（淀川以北）
※定期券の利用者は除きます。
※大阪市営バス、高槻市営バス、金剛バスは除きます。
※ 空港リムジンバス、深夜バス、高速バス、コミュニティバ
スは除きます（四條畷市など一部の路線は運行）。
※ 府内の停留所間を乗り降りする場合のみ利用できます。
※ 下車時に運転手に「エコファミリー」と必ず言ってくだ
さい。
問 い合わせ　府土木部交通道路室交通対策課（℡ 06・
6941・0351）

く
ら
し

　

年
末
年
始
の

　

消
防
特
別
警
戒

　

消
防
本
部
で
は
、
12
月
15
日

（
木
）
〜
18
年
１
月
３
日
（
火
）
に

年
末
年
始
の
特
別
警
戒
を
実
施

し
ま
す
。特
に
12
月
27
日
（
火
）
〜

30
日（
金
）は
、
夜
間
に
市
内
を
巡

回
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る

な
ど
の
重
点
特
別
警
戒
を
行
い
ま

す
。

　

年
末
年
始
の
忙
し
い
時
期
に

　

ま
ち
づ
く
り

　

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

と 　

き　

12
月
18
日
（
日
）
午
後

２
時
〜

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

内 　

容　

テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、

気
軽
に
同
じ
立
場
に
立
っ
て
意

見
を
交
換
し
、
知
恵
を
出
し
合

う
井
戸
端
会
議
で
す
。ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
場
、
情
報
収

集
の
場
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
活

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

は
、
注
意
力
が
低
下
し
、
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。火
気

や
暖
房
器
具
の
使
用
に
は
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課



(17)17.12.01

　

水
道
局
か
ら
の
お
願
い

　

〜
長
時
間
使
わ
な
か
っ
た

　

水
は
飲
ま
な
い
で
〜

　

水
道
水
に
殺
菌
の
た
め
に
混
入

し
て
い
る
塩
素
は
、
時
間
が
経
つ

と
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
の
水
道
管
に
鉛
を

使
用
し
て
い
る
場
合
、
水
を
長
時

間
使
わ
ず
に
い
る
と
、
鉛
が
わ
ず

か
で
す
が
溶
け
だ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

通
常
の
使
用
に
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
旅
行
な
ど
で
し
ば
ら
く

水
道
を
使
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

念
の
た
め
、
初
め
の
バ
ケ
ツ
１
杯

（
約
10
㍑
）
程
度
の
水
は
飲
み
水

以
外
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
に
鉛
製
の
水
道
管

が
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

水
道
局
工
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
鉛
管
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
毎
月
市
内
の
給
水
栓

12
か
所
で
定
期
的
に
水
質
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。16
年
度
の
結

果
で
は
、
す
べ
て
の
個
所
で
、
長

年
に
わ
た
っ
て
連
続
的
に
摂
取
し

て
も
健
康
に
影
響
を
与
え
な
い
と

い
う
基
準
値（
0
・
01
㍉
㌘
／
㍑
）

以
下
の
数
値
で
し
た
。

　

昭
和
60
年
ま
で
は
給
水
管
に
鉛

管
を
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
漏

水
事
故
が
多
発
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
鉛
管
の
使
用
を
廃
止
し
、

主
に
耐
衝
撃
性
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル

管
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
）
の
使
用
に
切

り
替
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、道
路
部
分
に
つ
い
て
は
、

工
事
や
家
の
建
て
替
え
の
機
会
を

と
ら
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
に
替
え
て

い
て
、
今
後
も
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
工
務
課

消費者相談
　～個人情報流出を口実に

　二次被害急増中～　

　問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

「
あ
な
た
が
以
前
契
約

し
た
『
ト
レ
ー
ス
の
資

格
を
と
れ
ば
仕
事
を
紹
介
す
る
』

と
言
っ
て
い
た
Ａ
社
が
倒
産
し
、

契
約
者
の
個
人
情
報
が
流
れ
て

い
ま
す
。
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

に
悪
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

今
週
の
土
曜
日
に
説
明
会
を
開

き
ま
す
」
と
自
宅
に
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

確
か
に
Ａ
社
と
は
、
家
族
に
内

緒
で
契
約
し
て
い
た
の
で
、
悪
用

さ
れ
て
、
い
ろ
ん
な
請
求
書
が
来

る
こ
と
は
避
け
た
い
の
で
す
。

　

説
明
会
に
は
参
加
し
た
ほ
う

が
良
い
の
で
す
か
。

　

電
話
を
し
て
き
た
業

者
が
何
者
か
が
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
る

こ
と
自
体
、
あ
な
た
の
情
報
が

す
で
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
度
流
出
し
た
情
報
の
回
収
は

困
難
で
す
の
で
、
説
明
会
に
参

加
し
て
も
抜
本
的
な
対
策
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
新
た
な
契

約
を
勧
誘
さ
れ
る
可
能
性
が
高

い
の
で
、
参
加
せ
ず
、
再
度
催

促
さ
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
断
り
ま

し
ょ
う
。

　

最
近
、
以
前
の

契
約
を
口
実
に
呼

び
出
さ
れ
、「
個
人
情
報
の
削

除
手
続
き
を
し
て
あ
げ
る
」「
以

前
の
損
を
取
り
返
し
て
あ
げ
る
」

な
ど
と
誘
い
、
そ
の
た
め
に
は

宝
石
の
購
入
が
条
件
な
ど
と
新

た
な
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、

免
許
証
の
コ
ピ
ー
を
と
ら
れ
、

悪
用
さ
れ
た
り
す
る
二
次
被
害

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

宝
石
な
ど
特
定
商
取
引
法
の

指
定
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
な
ら
、

販
売
目
的
を
隠
し
て
誘
い
出
す

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
も

可
能
で
す
。

ＱＡ

助
言

　

交
野
市
農
業
ま
つ
り

 　

交
野
市
で
の
農
業
の
理
解
と
収

穫
物
の
地
元
消
費
を
願
っ
て
、
野

菜
の
即
売
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な

模
擬
店
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

と 　

き　

12
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

私
部
公
園

内　

容

▽ 

農
産
物
の
即
売
（
白
菜
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
大
根
な
ど
）

▽ 

Ｊ
Ａ
北
河
内
支
部
長
会
（
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
）

▽ 

Ｊ
Ａ
北
河
内
交
野
中
央
支
店
・

各
店
（
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
綿
菓

子
な
ど
）

▽ 

Ｊ
Ａ
北
河
内
女
性
会
交
野
地
区

（
う
ど
ん
、
丁
稚
よ
う
か
ん
、
白

み
そ
・
交
野
漬
け
・
と
ん
汁
な

ど
）

▽ 

交
野
市
消
費
生
活
問
題
研
究
会

（
み
そ
な
ど
）

▽ 

神
宮
寺
キ
ウ
イ
出
荷
組
合
（
キ

ウ
イ
、ワ
イ
ン
）

▽
園
芸（
植
木
、花
）

主 　

催　

北
河
内
農
業
協
同
組

合
、農
業
生
産
連
合
会

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

　

労
働
な
ん
で
も

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

大
阪
労
働
局
で
は
、
労
働
問
題

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
電
話

で
応
じ
て
い
ま
す
。

と 　

き　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

電 

話
番
号　

０
１
２
０
・
９
３
９ 

・
０
０
９（
通
話
料
無
料
）

※ 

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
や
、

大
阪
府
外
か
ら
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

※ 

相
談
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局
（
℡  

06
・
６
９
４
９
・
６
０
５
０
）

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。



17.12.01 (18)

く
ら
し

くらし
　 労働なんでも相談会
　 リサイクルたい肥無料配布
　 くらしの市民講座

求　人
　 体育文化協会人材登録
　 アルバイト・パート保育士募集

子育て
　 保育所（園）の入所申し込み

  枚方警察署からのお知らせ
  シルバー人材センター職員募集
  社会福祉協議会職員募集

枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

年末年始は警戒を強化します
　枚方警察署では、年末年始に多発が予想され
る事件・事故を防止するため、関係機関・団体
などと連携した効果的な地域安全運動の強化に
取り組みます。
　この安全運動では、主に街頭犯罪や住宅を対
象として侵入犯罪の抑止や、金融機関やコンビ
ニエンスストアを対象とした犯罪の防止、交通
事故に直結する 4S違反（スピード・酒・信号・
シートベルト）取り締まりの活動の強化、雑踏
事故防止のための警戒警備強化を行います。
　また、12月 1日には、「年末年始特別警戒部
隊発足式」を行います。特別警戒部隊は、年末
年始にかけて、市内の重点パトロールに当たり
ます。

あなたのかばんが狙われています
　京阪電車光善寺駅や牧野駅周辺で、ひったくりが多
発しています。ひったくりの犯人は、力が弱い女性を
主に狙っています。
　ひったくりの被害に遭わないために、次のことに注
意してください。

▽  歩行中、かばんなどは必ず車道の反対側に持つ

▽   時々後ろを振り返り、不審な人や単車がないか確認
する

▽   自転車で走行する時は、前かごにひったくり防止カ
バーやバンドを着用し、カバーが無いときは、雑誌
などをかばんの上に置く
※ 犯罪に利用されている可能性のある不審な単車や、
2人乗りなどの不審な単車を見かけたらお知らせく
ださい。

　問い合わせ　枚方警察署（℡ 845・1234）

　

年
末
！
集
中
！

　

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

と 　

き　

12
月
６
日
（
火
）・
７

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
８

時
と 

こ
ろ　

エ
ル
・
お
お
さ
か
南
館

５
階
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区

石
町
２

－

５

－

３
）

対 　

象　

中
小
企
業
を
中
心
と
す

る
府
内
の
労
働
者
、
事
業
主
、

労
働
問
題
に
関
心
の
あ
る
人

相 

談
機
関　

大
阪
労
働
局
、
大
阪

府
総
合
労
働
事
務
所
、
大
阪
弁

護
士
会
、
大
阪
府
社
会
保
険
労

務
士
会
、
㈶
21
世
紀
職
業
財
団

大
阪
事
務
所

※ 

当
日
は
電
話
（
℡
06
・
６
９
４ 

６
・
８
２
０
１
）
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 
弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

府
総
合
労
働
事
務

所
地
域
労
政
グ
ル
ー
プ
（
℡

06
・ 

６
９
４
６
・
２
６
０
８　

℻
06
・
６
９
４
６
・
２
６
３
５
）

　

 

せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル

た
い
肥
無
料
配
布

と 　

き　

12
月
13
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
〈
雨
天
の
場

合
は
12
月
20
日（
火
）〉

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

　

駐
車
場

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
で
道
路

河
川
課（
下
図
参
照
）

※ 

折
り
返
し
、
返
信
は
が
き
に
時

間
帯
を
記
載
し
た
引
換
券
を
送

り
ま
す
。引
換
券
の
無
い
人
は

お
渡
し
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

応
募
は
１
世
帯
１
枚
、
た
い
肥

２
袋（
１
袋
18
㌔
㌘
入
り
）ま
で
、

当
日
指
定
の
時
間
帯
に
必
ず
取

り
に
来
れ
る
人
に
限
り
ま
す
。

※ 

当
日
は
会
場
内
で
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
た
い
肥
を

自
分
で
運
べ
る
人
に
限
り
ま
す
。

※ 

配
布
日
前
日
ま
で
に
た
い
肥
引

換
券
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

道
路
河
川
課

交
野
市
私
部
１

－

１

－

１

　

交
野
市
役
所

　

道
路
河
川
課
維
持
・
工
務
係

576 － 8501 何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　

こ
ち
ら
で
記
入
し
ま
す
。

576 －□□□□

申
込
者
の
住
所

　

申
込
者
の
氏
名　
　

様

①住所
②氏名
③電話番号
④希望時間帯
（午前・午後・
どちらでもよい
のいずれか）

［往信面］［返信面］



(19)17.12.01

　

市
立
・
私
立
保
育
所（
園
）

　

の
入
所
申
し
込
み

　

市
内
に
あ
る
10
か
所
の
保
育
所

（
園
）
で
、
18
年
４
月
以
降
入
所
の
申

し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　

入
所
は
、
17
年
12
月
28
日
（
水
）

ま
で
の
申
し
込
み
に
対
し
て
選
考

を
行
い
、
２
月
中
旬
ま
で
に
「
入

所
内
定
」ま
た
は「
入
所
保
留
」の

通
知
を
し
ま
す
。
入
所
内
定
後
、

要
件
な
ど
を
再
確
認
し
、
入
所
決

定
を
し
ま
す
。

　

２
月
以
降
、退
所（
園
）や
、内
定

者
の
辞
退
に
よ
り
欠
員
が
で
き
た

場
合
は
、入
所
保
留
の
人
、
１
月
以

降
に
新
規
申
し
込
み
を
し
た
人
、

入
所
内
定
後
に
入
所
希
望
先
を
変

更
し
た
人
で
２
次
選
考
を
行
い
新

た
に
内
定
者
を
決
定
し
ま
す
。

対 　

象　

乳
幼
児
の
保
護
者
が
次

の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
保
育
で

き
な
い
人

① 

昼
間
に
、
家
の
外
で
労
働
を
し

て
い
る

② 
昼
間
に
、
乳
幼
児
と
離
れ
て
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

③ 

保
育
を
す
る
人
が
妊
娠
中
、
ま

た
は
出
産
後
間
も
な
い

④ 

病
気
・
け
が
・
障
害
が
あ
る

⑤ 

長
期
に
わ
た
る
病
気
や
障
害
の

あ
る
同
居
人
の
看
護
・
介
護
を

し
て
い
る

⑥ 

地
震
・
火
災
・
風
水
害
な
ど
、

災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

申 

し
込
み　

幼
児
対
策
室
か
各
保

育
所（
園
）

子
育
て

　

ア
ル
バ
イ
ト

　

パ
ー
ト　
　

 

保
育
士

対 　

象　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、
保
育

士
と
し
て
勤
務
経
験
の
あ
る
人

勤
務
先　

各
幼
児
園

勤 

務
時
間　

平
日
午
前
８
時
45
分

〜
午
後
5
時
15
分
と
土
曜
日
午

前
９
時
〜
正
午（
月
１
・
２
回
）

持 

ち
物　

履
歴
書
・
資
格
書
（
コ

ピ
ー
可
）・
印
鑑

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

　

 

体
育
文
化
協
会
に
人
材

登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

㈶
交
野
市
体
育
文
化
協
会
は
、
社

会
教
育
施
設
な
ど
の
一
部
の
管
理

運
営
や
、
市
民
の
体
育
・
文
化
活
動

の
育
成
・
団
体
支
援
・
振
興
、
生
涯

学
習
事
業
の
企
画
立
案
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
施
設
管
理
・
運
営
や
、

体
育
文
化
活
動
の
講
師
・
助
言
者
・

指
導
者
と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

特
技
や
技
能
、
資
格
の
あ
る
人

求　
人

は
、
ぜ
ひ
人
材
登
録
し
て
、
活
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

協
力
い
た
だ
い
た
人
に
は
若
干

の
費
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

申 

し
込
み　

申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
協
会
事

務
局（
青
年
の
家
内
）

問 

い
合
わ
せ　

同
協
会
（
℡  
８
９ 

２
・
７
７
２
１
）

㈳交野市シルバー人材センター職員募集

募集職種・人数　事務職（１人）
内　容　総務、経理、ホームページ管理など
対　象

▽  昭和55年4月2日～昭和59年4月1日に生まれ、
大学を卒業した人

▽  昭和57年4月2日～昭和61年4月1日に生まれ、
短大などを卒業した人
※いずれも 18年 3月卒業見込みの人を含みます。
1 次試験日　18年 1月 7日（土）
要 綱・申込書の配布　12月 5日（月）～ 27日（火）に、
同センター、市役所１階受付、星田出張所

※ 郵送で請求する場合は、、封筒に「試験申込書請求」
と朱書きし、①郵便番号②住所③氏名を記入して
430 円切手をはった返信用封筒（縦 23.5 ㌢×横
12㌢程度）を同封し、〒 576 － 0034　天野が原
町 5－ 5－ 1　㈳交野市シルバー人材センター

申 し込み　12月 19日（月）～ 27日（火）〈必着〉に、
必要事項を記入した申込書を持参または配達記録
郵便で同センター

問い合わせ　同センター（℡   893・0430）

（社福）交野市社会福祉協議会職員募集

募集職種・人数・対象

▽  社会福祉士（4人）＝昭和 52年 4月 2日以降に生
まれ、社会福祉士資格を持っている人

▽ 保健師（2人）＝昭和 52年 4月 2日以降に生まれ、
保健師免許を持っている人
※ いずれも 18年中に取得見込みの人を含みます。
1 次試験日　18年 1月 7日（土）
要 綱・申込書の配布　12 月 5日（月）～ 27 日（火）
に、ゆうゆうセンター 3階社会福祉協議会、市役所
1階受付、星田出張所

※ 郵送で請求する場合は、封筒に「試験申込書請求」
と朱書きし、①郵便番号②住所③氏名を記入して
430 円切手をはった返信用封筒（縦 23. ５㌢×横
12 ㌢程度）を同封し、〒 576 － 0034　天野が原
町 5－ 5－ 1　（社福）交野市社会福祉協議会

申 し込み　12月 5日（月）～ 27日（火）〈必着〉に、必
要事項を記入した申込書を持参または配達記録郵
便で同協議会

問 い合わせ　同協議会（℡   893・6400 か、℡   895・
1185）

　

く
ら
し
の
市
民
講
座

と 　

き　

12
月
13
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

テ 

ー
マ　
「
高
齢
者
の
お
金
の
守

り
方
」

講 　

師　

成
年
後
見
支
援
・
普
及

セ
ン
タ
ー　

田
坂
圭
子
さ
ん

※ 

保
育
も
あ
り
ま
す（
要
予
約
）。

申 

し
込
み　

12
月
１
日
（
木
）
〜

９
日（
金
）に
商
工
観
光
課

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。



17.12.01 (20)

子
育
て

子育て
　 おなかペコペコおやつレッスン
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 育児教室「ぽっぽちゃん広場」
 　歯ッピー教室

健　康
　 成人歯科健診
　 1 月の予防接種

  耳より健康コラム
  乳幼児の健診と相談
  2 月の集団健診

   
乳幼児の健診と相談

　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに
健やかに成長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 18年 1月10日（火）13:00～ 14:00

　対　象　17年8月11日～9月10日生まれの乳児

1 歳 6か月児健診 12 月 20日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　16年 5月生まれの幼児

3 歳 6か月児健診 12 月 14日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　14年 5月生まれの幼児

育児相談 ①12月13日（火）9:30～ 10:30
② 12月 28日（水）9:30～ 10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵
本の読み聞かせなどを行います。

　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

　寒い冬は乾燥して、肌にトラブルが起こりやすい時
期です。外から保湿することも大切ですが、バランス
のとれた食事により、内側から肌に栄養と潤いを与え
ることが大事です。
　新陳代謝を活性化して、肌のすみずみまで栄養と酸
素を行き渡らせるには、血管の健康も重要です。肌に
よい食事は動脈硬化を予防する食事でもあります。
とり方としては、①緑黄色野菜をとることを習慣化し
ましょう。②旬のものをとりましょう。③赤身の肉や
大豆、種実など、脂溶性のビタミンにも気を配りまし
ょう。④サプリメントに頼りすぎないようにしましょ
う。食品には多くの栄養素が含まれています。サプリ
メントのように単一の栄養素をとりすぎると、過剰症
の心配がでてきます。
　生活面でも、睡眠不足や喫煙は大敵です。肌は深夜
の就寝中に再生されるので早めの就寝を心がけましょ
う。ストレスも肌にはよくありません。たばこは血管
を収縮させ、肌への血流が悪くなります。規則正しい
生活こそが健康な肌への第一歩です。
問い合わせ　健康増進課（kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.20
乾燥しやすい冬の肌、食事に気をつけよう！

　

育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

今
回
は
、「
音
出
し
遊
び
」
を
し

ま
す
。

と　

き　

18
年
１
月
13
日（
金
）

① 

４
〜
11
か
月
児　

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
30
分

② 

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児　

午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※ 

早
め
に
来
て
、
遊
び
な
が
ら
待

つ
場
所
も
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

定　

員　

①
25
組
②
20
組

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

　
（
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料

申 
し
込
み　

往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
①
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年

月
日
・
月
齢
②
電
話
番
号
③
参

加
回
数
、
返
信
面
に
①
子
ど
も

の
氏
名
②
住
所
を
記
入
し
、
12

月
22
日
（
木
）〈
消
印
有
効
〉
ま

で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
３
４

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

健
康
増
進
課
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん

広
場
１
月
」係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

お
な
か
ペ
コ
ペ
コ

　

お
や
つ
レ
ッ
ス
ン

と 　

き　

12
月
16
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

運
動
療
法
室

内 　

容　

２
歳
児
の
お
や
つ
に
つ

い
て
考
え
、作
っ
て
、試
食

※
調
理
中
の
保
育
も
あ
り
ま
す
。

対 　

象　

２
歳
児
（
15
年
１
月
〜

12
月
生
ま
れ
）と
、そ
の
保
護
者

定　

員　

20
組

参
加
費　

１
組
２
０
０
円

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、三
角
巾

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

５
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

　

ピ
ヨ
ピ
ヨ
離
乳
食
講
習
会

と　

き　

18
年
１
月
10
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

17
年
７
月
〜
10
月
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課



(21)17.12.01

2 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　　　　申し込み・問い合わせ　12 月 20日（火）から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健（検）診結果 対象 · 健（検）診内容 費　用

1 日（水） 総合健診 A

各70人

結果説明会

40 歳以上の市民
　・基本健康診査
　・B型・C型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　　①  17 年 4 月～ 18 年 3 月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60

歳・65 歳・70 歳になる人
　　②過去に肝機能異常を指摘された人
　　③ 手術や出産時などに多量に出血し、定期的に肝機能検査を

受けたことがない人
　※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けたこと

がある人は除きます。
　・胃がん検診  ・大腸がん検診  ・子宮がん（頸部）検診
　・肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
　・前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
　・乳がん検診　　A : マンモグラフィー＋視触診
　　 （AかBいずれか）　　 （40 歳以上の奇数年生まれの市民）
　　　　　　　　　　 B : 視触診
　・骨粗鬆症検診
　・結核検診（胸部レントゲン）（65 歳以上の人）

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
2,000 円

400 円
1,000 円
無料

16 日（木） 総合健診 B 郵　送

☆下線の検診については、対象がありますので注意してください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

16日（木） 39 歳以下の市民健診 15人 郵　送 16 歳～ 39 歳の市民　・基本健康診査 800 円

  1 日（水）
16日（木）

子宮がん検診（頸部） 25 人 郵　送 20 歳以上の市民　　  ・子宮頸部細胞検査 500 円
乳がん視触診検診 10 人 検診当日 30 歳以上の市民　　  ・視触診 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 15 人 郵　送 40 歳以上の奇数年生まれの市民  ・マンモグラフィー＋視触診 2,000 円
骨粗鬆症検診 20 人 郵　送 18 歳以上の市民　　  ・踵骨超音波骨密度測定 1,000 円
結核検診 20 人 郵　送 65 歳以上の市民　　  ・胸部レントゲン 無料

※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課まで申し出ください。ただし、個別受診される②に該
当する人は、無料受診券を渡します）

※健（検）診の詳細は、「わが家の健康管理」をご覧ください。
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約し、受診してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳が
ん検診・骨粗鬆症検診・39歳以下の市民健診は実施していません。

　

１
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

18
年
１
月
５
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
６
か
月

未
満

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
人
や
、
疾
患
な
ど
で
定
期

的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い

る
人
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康
管

理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
に

つ
い
て

　

18
年
４
月
１
日
か
ら
、麻
し
ん
・

風
し
ん
予
防
接
種
が
、
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
使
用
し
て
の
２
回
接
種

（
第
１
期
＝
満
１
歳
〜
２
歳
未
満
。

第
２
期
＝
５
歳
以
上
７
歳
未
満
で

次
年
度
に
小
学
校
に
入
学
す
る

人
）に
変
わ
り
ま
す
。

　

17
年
度
の
接
種
期
間
は
18
年

３
月
18
日
ま
で
で
す
。
予
防
接

種
法
改
正
に
と
も
な
う
変
更
に

つ
い
て
は
、
随
時
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※ 
現
在
、
１
歳
〜
７
歳
６
か
月
未

満
の
人
で
麻
し
ん
・
風
し
ん
ど

ち
ら
か
の
予
防
接
種
を
受
け
た

人
、
ま
た
は
ど
ち
ら
か
に
か
か

っ
た
人
は
、
18
年
３
月
18
日
ま

で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

18
年
３
月
18
日
ま
で
に
両
方
の

予
防
接
種
を
受
け
た
人
・
か
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
人
は
新

制
度
で
の
接
種
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

　

成
人
歯
科
健
診

　

今
年
度
内
に
、
満
40
歳
、
満
50

歳
に
な
る
市
民
を
対
象
に
成
人
歯

科
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
痛
み
な
く
進
行
し
、

異
常
に
気
付
い
た
と
き
に
は
歯
を

残
し
て
お
く
こ
と
が
困
難
な
場
合

が
よ
く
あ
り
ま
す
。そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
定
期
健
診
が
重
要
で

す
。

期 　

間　

18
年
２
月
28
日
（
火
）

ま
で

と
こ
ろ　

市
内
の
各
歯
科
医
院

対　

象

▽ 

昭
和
40
年
４
月
１
日
〜
昭
和
41

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

▽ 

昭
和
30
年
４
月
１
日
〜
昭
和
31

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

※ 

誕
生
日
以
前
の
人
も
受
診
で
き

ま
す
。

費　

用　

３
０
０
円

持 

ち
物　

案
内
は
が
き
、
年
齢
を

確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
な

ど
）、あ
れ
ば
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

健　
康

　

歯
ッ
ピ
ー
教
室

と 　

き　

18
年
１
月
12
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

親
子
健
康
教
室

対 　

象　

１
歳
前
後
の
前
歯
が
生

え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定　

員　

10
組（
予
約
制
）

費　

用　

１
０
０
円

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月

21
日（
水
）か
ら
健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。
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毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
に
な
る
と
、
い
き

い
き
ラ
ン
ド
交
野
の
ロ
ビ
ー

の
一
角
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ「
玉
手
箱
」に
よ
る

「
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
」
の
イ
ベ

ン
ト
が
始
ま
り
、
プ
ー
ル
帰

り
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
会
長
、
河

野
良
さ
ん
に
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。

Ｑ 　

ま
ず
グ
ル
ー
プ
「
玉
手
箱
」
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

昨
年
の
春
、
府
の
Ｓ
Ａ
（
シ
ニ
ア
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
合
格
し
た
交
野
在
住
の

５
人
が
何
度
か
集
ま
り
ま
し
て
、「
地
域

で
活
動
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

11
月
に
「
Ｓ
Ａ
交
野
」
を
設
立
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。今
年
の
３

月
、
Ｓ
Ａ
修
了
生
以
外
の

方
に
も
参
加
し
て
も
ら
う

た
め
、グ
ル
ー
プ
名
を「
玉

手
箱
」、
活
動
内
容
を
「
お

も
ち
ゃ
作
り
と
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
」
と
し
て
登
録
を

申
請
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
会
員
は
26
人
。内
訳

は
男
性
10
人
、
女
性
が
16

人
で
す
。

Ｑ 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は
異
色
な
グ

ル
ー
プ
で
す
ね
。お
も
ち
ゃ
づ
く
り
の
狙

い
と
対
象
は
？

Ａ 　

世
代
間
交
流
で
す
。
高
齢
者
と
子
ど

も
た
ち
の
触
れ
合
い
に
は
、
一
緒
に
お
も

ち
ゃ
を
作
る
の
が
一
番
と
考
え
ま
し
た
。

府
の
活
動
で
も
経
験
者
が
い
ま
し
た
し
。

対
象
は
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
で

す
が
、学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
が
、

こ
の
年
代
の
人

格
形
成
に
は
大

切
だ
と
思
う
ん

で
す
。

Ｑ 　

４
月
か
ら
始

ま
っ
て
も
う
８

回
に
な
り
ま
す

が
、
盛
況
の
よ
う

で
す
ね
。

Ａ 　

お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
を
除
い

て
１
０
０
人
を

超
え
る
月
が
ほ
と
ん
ど
で
、
用
意
し
た
材

料
が
な
く
な
っ
て
慌
て
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
。

Ｑ 　

こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
も
の
を
作
り
ま
し

た
か
。

Ａ 　

ス
ト
ロ
ー
ト
ン
ボ
、

紙
ト
ン
ボ
、
鳴
き
カ
エ

ル
、
ス
ト
ロ
ー
グ
ラ
イ

ダ
ー
、
起
き
あ
が
り
こ

ぼ
し
、
風
車
笛
、
紙
コ

マ
・
・
・
。
伝
承
的
な

お
も
ち
ゃ
が
中
心
で

す
。

Ｑ 　

材
料
を
そ
ろ
え
る
の

が
大
変
で
す
ね
。

Ａ 　

無
料
で
す
か
ら
、
材

料
は
す
べ
て
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
牛
乳

パ
ッ
ク
と
か
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
す
。月

例
会
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
半
日
か
け
て

翌
月
分
の
材
料
を
用
意
し
ま
す
。大
変
と

言
え
ば
大
変
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、
私
た
ち
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
か
ら
、
長
続
き
す
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

Ｑ 　

今
後
の
課
題
と
か
抱
負
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 　

い
ろ
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る
人

に
も
っ
と
加
入
し
て
も
ら
い
、
舞
い
込
ん

で
く
る
い
ろ
ん
な
依
頼
に
応
え
た
い
し
、

活
動
す
る
地
域
も
広
げ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

問 

い
合
わ
せ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
℡  
８
９ 

２
・
７
７
２
１
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

交
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
玉
手
箱
」

世
代
を
超
え
て
、
お
も
ち
ゃ
で
つ
な
が
る

Vol.17

笑顔で話す河野さん

子どもたちも熱心におもちゃづくり

フィルムケースをつかった
おもちゃ「クリオネ」
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早
い
も
の
で
、今
年
も
師
走
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
交
野
市
駅
前
の
「
あ
い
あ
い
セ
ン
タ

ー
」
廃
止
や
東
倉
治
養
豚
場
跡
地
の
整
理
な
ど
、

過
去
か
ら
積
み
残
さ
れ
て
い
た
大
き
な
行
政
課

題
を
２
つ
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
見
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自

主
防
災
組
織
に
よ
る
訓
練
、
子
育
て
サ
ロ
ン
や

高
齢
者
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
、
市
民
同
士

で
育
て
、
支
え
合
う
地
域
活
動
が
活
発
に
動
き

出
す
な
ど
、
交
野
の
新
し
い
胎
動
を
感
じ
さ
せ

る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

行
政
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
流
れ
が
さ
ら
に

進
む
よ
う
課
題
を
的
確
に
整
理
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
協
力
し
て
い
く
仕
組
み
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
就
任
当
初
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
山
間
部
へ
の
ご
み

の
不
法
投
棄
で
す
。

  

市
域
の
半
分
を
占
め
る
山
地
の
緑
は
、
私
た
ち

交
野
市
民
の
大
き
な
誇
り
で
す
。
そ
の
山
の
道

路
沿
い
に
電
化
製
品
や
建
築
廃
材
、
タ
イ
ヤ
な

ど
が
た
く
さ
ん
不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
も
、
市
民
や
ハ
イ
カ
ー
の
み
な
さ
ん
か

ら
「
せ
っ
か
く
の
緑
の
環
境
を
台
無
し
に
す
る
」

「
早
く
撤
去
し
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

   

そ
こ
で
、
10
月
14
日
午
後
か
ら
、
環
境
部
、
都

市
整
備
部
を
中
心
に
各
課
か
ら
職
員
88
人
を
動

員
し
、
傍
示
に
至
る
市
道
森
南
傍
示
線
で
不
法

投
棄
ご
み
の
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

  

道
路
上
か
ら
見
た
限
り
で
は
そ
う
で
も
な
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
道
を
下
っ
て
み
る

と
、
谷
深
く
ま
で
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
ご

み
を
取
れ
ば
、
そ
の
下
か
ら
ま
た
ご
み
が
出
て

く
る
と
い
っ
た
感
じ
で
苦
労
し
ま
し
た
。
お
よ

そ
３
時
間
の
作
業
で
、
現
場
は
見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
職
員
が
懸
命
に
作
業
し
て
く
れ

て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
本
当
に
う

れ
し
く
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責

任
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
せ
っ
か
く
き
れ
い
に
し
た
こ
の
場
所

に
、
ま
た
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
根
本
的
な
解
決
策
を
考

え
る
と
頭
が
痛
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
何
か
と
あ

わ
た
だ
し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

ご
自
愛
い
た
だ
き
、
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し

ま
す
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の17

市長の

Ｑ 　

よ
く
問
題
な
ど
が
起
こ
れ
ば
、
民
生

委
員
児
童
委
員
に
相
談
す
る
と
良
い
と

聞
く
の
で
す
が
、
民
生
委
員
児
童
委
員

と
は
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
の
で

す
か
。

Ｓ
さ
ん

Ａ 　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
国
と
府
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
、
地
域
の
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
、
主
に
次
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
地
域
の
相
談
役

　

 

地
域
の
人
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、

相
談
に
の
り
ま
す
。

②
地
域
へ
情
報
提
供

　

 

社
会
福
祉
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
関
係
機
関
へ
の
パ
イ
プ
役

　

 

地
域
と
市
役
所
や
福
祉
施
設
、
い
ろ
い

ろ
な
団
体
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
に
な
り

ま
す
。

④
福
祉
ニ
ー
ズ
の
調
整

　

 

福
祉
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
調
整

を
し
ま
す
。

⑤
生
活
援
助
体
制
づ
く
り

　

 

生
活
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
世
帯
に

対
し
て
、援
助
体
制
づ
く
り
を
し
ま
す
。

⑥ 

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

　

 

子
ど
も
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
に
、
主

任
児
童
委
員
と
協
力
し
な
が
ら
問
題
解

決
や
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑦
地
域
の
要
望
を
代
弁

　
 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
組
織
と
し
て
意

見
を
出
し
、
改
善
を
す
す
め
ま
す
。

　

 　

何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
近
く
の
民
生
委
員
児
童
委

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
（
℡  
８
９
３
・
６
４
０
０
）

みなさんの疑問や
ご意見をお寄せください

　このコーナーは、市民のみなさ
んが市役所の仕事や手続きなどで、
日ごろから疑問に思っていること
を質問していただき、お答えする
コーナーです。
　はがきや封書、ファクス、メー
ルに住所、氏名、電話番号を必ず
記入して、広聴広報課へお寄せく
ださい。
送付先　
　 〒576－8501　交野市役所広聴
広報課「は～い！こちらは広報で
す」係
　℻   891・5046
　e-mail:kouhou@city.katano.osaka.jp
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交野市合唱祭
　10月 16 日（日）、星の里いわふねで市合唱祭実行委
員会（古澤永治委員長）が主催して、第 23回交野市合
唱祭が開かれました。
　当初は、女性合唱だけの 4合唱団からスタートした
合唱祭も、今や男声・混声・少年少女合唱と幅を広げ
12の合唱団体が、日ごろ練習した「浜辺の歌」や「里の
秋」、「ゴンドラの唄」など 32曲を合唱し、観客の拍手を
浴びていました。

地域安全キャンペーン
　10月 15 日（土）、安全で安心して暮らせる社会づく
りを目的に行われる全国地域安全運動（10月 11 日～
20 日）の一環として、市内でも街頭キャンペーンが実
施されました。
　当日は、あいにくの雨となり、予定されていたパレー
ドは中止になりましたが、警察や市役所など関係者が
イズミヤ交野店内で、風船やティッシュなどを配り、
ひったくりや子どもの犯罪被害防止を重点に、広く市
民に呼びかけました。

消防団に最新型の消防ポンプ車
古いポンプ車は幼児園へ寄贈

　11月 6日（日）、星田神社境内で星田分団に配備され
た消防ポンプ車の入魂式が、市長、山口政成星田区長、
大野喜代孝星田分団長ら関係者が出席して行われまし
た。
　消防ポンプ車は、消防団車両としては、大阪府内でも
初となる最新型で、限られた空間を最大限に活用でき
る乗員室を備え、環境にもやさしい真空ポンプを採用
しています。
　なお、役目を終えた旧消防ポンプ車は、くらやま幼児
園に贈られ、園児たちに囲まれて余生を過ごします。
　また、10月 21日（金）には、倉治分団に最新型の可
搬ポンプ積載車が配備されました。4名の定員を確保
した低公害のフルオートマチック車（四輪駆動）です。
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農とのふれあいツアー
　10 月 16 日（日）、藤が尾 3丁目で市民ら 103 人が
参加して、農とのふれあいツアーが行われました。
　かまを使って稲を刈り、束ねる作業をするなど、日ご
ろできない貴重な体験に、親子で刈り取った稲を手に
記念撮影する姿も見られました。
　藤が尾 5丁目の畑では、いも掘りが行われ、収穫し
たいもの重さを当てるクイズがあり、正解した家族に
地元でとれた蜂蜜が贈られました。
　作業を終えた田んぼでは、みんなで収穫した新米で
おにぎりを作り、おいしく味わいました。

グァテマラ文化の集い
　10 月 16 日（日）、ゆうゆうセンター調理室で交
野発国際親善の輪が「グァテマラ文化の集い」を開
き、市民ら 48人が参加しました。
　グァテマラ料理として、トウモロコシの粉で焼い
たほかほかのトルティーアに包んだタコスを食べ
ました。
　市内在住の梅田ソイラさんからグァテマラの話
を聞き、サルサとメレンゲを習って、みんなで即興
のダンスを楽しみました。

星
田
財
産
区
議
会

議
員
補
欠
選
挙

　

大
字
星
田
財
産
区
議
会
議
員
に
２
人
の

欠
員
が
出
た
た
め
、こ
れ
に
と
も
な
う
補
欠

選
挙
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

告
示
日　

12
月
13
日（
火
）

補
欠
議
員
数　

２
人

立 

候
補
受
け
付
け　

12
月
13
日
（
火
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、
市
役
所
本
館
３

階　

大
会
議
室

期 

日
前
（
不
在
者
）
投
票
日　

12
月
14
日

（
水
）
〜
17
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
８
時
、市
役
所
本
館
２
階　

第
２
会
議

室
投 　

票　

12
月
18
日
（
日
）
午
前
７
時
〜
午

後
８
時（
即
日
開
票
）

投
票
場
所

▽ 

第
１
投
票
所　

星
田
小
学
校
体
育
館（
藤

が
尾
、星
田
北
、私
市
、妙
見
坂
の
一
部
）

▽ 

第
２
投
票
所　

第
三
中
学
校
体
育
館（
大

字
星
田
、
星
田
山
手
、
南
星
台
、
星
田
西
、

星
田
、妙
見
東
の
一
部
）

投
票
で
き
る
人

▽ 

日
本
国
民
で
昭
和
60
年
９
月
２
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

▽ 

17
年
９
月
１
日
ま
で
に
財
産
区
域
内
に

転
入
届
を
し
、住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
、引
き
続
き
そ
の
場
所
に
住
ん
で
い
る

人
問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

幾野ふれあい広場
　10月 23日（日）、第二中学校で幾野の区民運動会と
して恒例になった幾野ふれあい広場が開かれました。
　パン食い競争や綱引き、自治会対抗のバケツリレー
などの競技の合間に、民謡おどり、ジャズ演奏や車いす
ダンスが披露され会場を盛り上げました。
　また、輪投げやグラウンドゴルフ、スーパーボールす
くいなどの催しも同時に行われ、秋の一日を家族そろ
って楽しみました。
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市民スポーツデー
大会結果

　

第
28
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

は
、
10
月
９
日
（
日
）・
10
日
（
体

育
の
日
）・
30
日
（
日
）、
い
き
い

き
ラ
ン
ド
交
野
を
中
心
に
市
内
の

各
会
場
で
競
技
や
講
習
会
な
ど
19

の
種
目
が
行
わ
れ
、
３
８
８
９
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

各
競
技
の
参
加
人
数
と
１

位
・
２
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

10
月
９
日
（
日
）

少
林
寺
乱
捕
大
会

参
加
者　

２
０
０
人

■
小
学
１
・
２
年
生
混
合
の
部

①
羽
岡
裕
太
郎（
郡
津
小
）

②
竹
本
壮
希（
郡
津
小
）

■
小
学
３
年
生
男
子
の
部

①
黒
川
裕
人（
郡
津
小
）

②
吉
田
勇
哉（
交
野
小
）

■
小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部

①
白
石
美
咲（
倉
治
小
）

②
横
田
奈
津
希（
星
田
小
）

■
小
学
４
年
生
混
合
の
部

※ 

女
子
は
１
学
年
下
の
部
で
参
加

し
て
い
ま
す
。 

①
有
川
忍（
郡
津
小
）

②
東
山
佳
代（
倉
治
小
）

■
小
学
５
年
生
男
子
の
部

①
横
田
彰
倫（
星
田
小
）

②
井
上
航
太（
郡
津
小
）

■
小
学
６
年
生
男
子
の
部

①
西
川
和
宏（
倉
治
小
）

②
鎌
田
直
樹（
倉
治
小
）

■
中
学
生
男
子
の
部

①
泊
風
太（
１
中
）

②
玉
本
真
也（
２
中
）

■
中
学
生
女
子
の
部

①
中
原
衣
久
美（
１
中
）

②
小
路
歩（
２
中
）

■
高
校
生
混
合
の
部

①
山
添
三
郎（
南
京
都
高
）

②
岡
田
純
一（
東
寝
屋
川
高
）

子
ど
も
小
運
動
会

参
加
者　

８
１
２
人

空
手
道
大
会

参
加
者　

２
５
０
人

■
幼
稚
園
の
部

①
野
村
彩
沙（
藤
が
尾
）

②
濱
颯
都（
私
部
）

■
小
学
１
年
生
の
部

①
山
本
桃
子（
私
部
西
）

②
赤
木
大
翔（
倉
治
）

■
小
学
２
年
生
の
部

①
中
山
雄
斗（
幾
野
）

②
一
色
雄
司（
私
市
）

■
小
学
３
年
生
の
部

①
橋
本
耕
平（
倉
治
）

②
岡
田
実
莉（
星
田
西
）

■
小
学
４
年
生
の
部

①
田
中
洋
丞（
倉
治
）

②
中
井
静
里
奈（
私
部
）

■
小
学
５
年
生
の
部

①
南
由
里
子（
幾
野
）

②
大
方
夏
季（
私
市
）

■
小
学
６
年
生
の
部

①
南 

裕
子（
幾
野
）

②
唐
崎
晴
奈（
向
井
田
）

■
中
学
１
年
生
の
部

①
神
野
沙
織（
私
部
）

②
田
岡
賢
弥（
倉
治
）

■
中
学
２
・
３
年
生
の
部

①
渡
辺
友
紀（
私
部
）

②
橋
本
祥
平（
妙
見
坂
）

■
高
校
・
一
般
の
部

①
田
中
慎
太
朗（
倉
治
）

■
綱
引
き
の
部

①
交
野
Ａ
チ
ー
ム

②
魄は
く
ぎ
か
ん

技
館

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会参

加
者　

52
人

卓
球
大
会

参
加
者　

１
１
１
人

①
Ｄ
チ
ー
ム

②
Ｆ
チ
ー
ム

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会参

加
者　

54
人

■
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

①
武
富
喜
代
志（
枚
方
市
）

　

山
田
雅
成（
四
條
畷
市
）

②
湊
和
義（
枚
方
市
）

　

高
木
正
弘（
京
都
市
）

■
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

①
籠
谷
佳
子（
妙
見
坂
）

　

佐
藤
ひ
ろ
子（
南
星
台
）

②
谷
多
美
子（
倉
治
）

　

勝
山
千
恵
子（
天
野
が
原
町
）

■
男
子
コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ブ
ル
ス
の
部

①
村
井
道
生（
４
中
）

　

宮
田
郷
央（
４
中
）

②
平
田
智
哉（
４
中
）

　

野
田
良
太（
４
中
）

地
区
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者　

91
人

①
青
山
チ
ー
ム

②
私
市
山
手
チ
ー
ム

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
一
日
体
験        

参
加
者　

72
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者　

４
０
０
人

合気道演武大会
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■
男
子
地
区
対
抗
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

①
森
地
区

②
星
田
地
区

■
男
子
地
区
対
抗
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

①
天
野
が
原
町
地
区

②
梅
が
枝
地
区

■
女
子
校
区
対
抗

①
星
田
小
校
区

②
岩
船
小
校
区

親
子
で
サ
ッ
カ
ー

参
加
者　

７
０
０
人

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

参
加
者　

１
４
０
人

① 

や
る
気
！
元
気
! !
ナ
シ
木
! ! !

②
子
ど
も
プ
ラ
ン
Ｋ

10
月
10
日
（
体
育
の
日
）

合
気
道
演
武
大
会

参
加
者　

80
人

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者　

１
５
４
人

■
男
子
の
部

①
黒
川
二
郎（
幾
野
）

②
山
本
芳
雄（
私
部
）

■
女
子
の
部

①
米
納
初
江（
星
田
西
）

②
吉
村
富
子（
郡
津
）

交
野
弓
技
連
盟

参
加
者　

23
人

■
個
人
の
部

①
香
田
正
人（
星
田
山
手
）

②
空
井
一
修（
私
部
西
）

■
団
体
の
部

①
空
井
一
修（
私
部
西
）

　

玉
野
真
弘（
枚
方
市
）

　

浜
崎
高
志（
星
田
北
）

■
選
手
権
の
部

①
世
古
寛
幸（
箕
面
市
）

剣
道
大
会

参
加
者　

２
１
６
人

■
初
心
者
の
部

①
稲
田
優
介（
妙
見
坂
）

②
泉
勇
人（
星
田
）

■
低
学
年
の
部

①
松
井
捷
平（
私
市
）

②
大
野
優（
星
田
）

■
高
学
年
の
部

①
小
坂
さ
く
ら（
幾
野
）

②
中
村
瑚
央（
私
市
）

■
中
学
男
子
の
部

①
曽
我
部
新
平（
星
田
）

②
小
松
修
二（
星
田
）

■
中
学
女
子
の
部

①
中
谷
晴
香（
妙
見
坂
）

②
岡
田
芽
維（
星
田
西
）

■
二
段
以
下
の
部

①
中
村
玲
央（
私
市
）

②
矢
竹
昭
博（
交
野
高
）

■
五
段
以
下
の
部

①
中
村
滋（
私
市
）

②
中
務
康
介（
松
塚
）

テ
ニ
ス
大
会

参
加
者　

１
９
０
人

■
１
１
０
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス

①
大
角
繁
雄（
妙
見
東
）

　

藤
田
央（
妙
見
東
）

②
勝
山
律（
藤
が
尾
）

　

山
際
和
彦（
幾
野
）

■
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

①
臼
木
正
幸（
私
市
）

　

村
瀬
裕
彦（
妙
見
坂
）

②
竹
本
隼
人（
幾
野
）

　

山
添
雄
介（
寺
）

■
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

①
井
川
和
佐
子（
松
塚
）

　

伊
山
清
子（
天
野
が
原
町
）

②
雲
川
早
苗（
私
部
）

　

宮
本
容
子（
私
市
）

■
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

①
安
永
幸
弘（
南
星
台
）

　

安
永
幸
恵（
南
星
台
）

②
馬
場
啓（
星
田
）

　

馬
場
淳
子（
星
田
）

太
極
拳
一
日
講
習
会

参
加
者　

１
２
５
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
日
体
験

参
加
者　

１
０
０
人

10
月
30
日
（
日
）

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

参
加
者　

１
１
９
人

■
個
人
小
学
１
年
生
の
部

①
金
山
幹
貴（
幾
野
連
合
子
ど
も
会
）

②
吉
川
彗（
南
星
台
子
ど
も
会
）

■
個
人
小
学
２
年
生
の
部

①
金
山
永
基（
幾
野
連
合
子
ど
も
会
）

②
太
治
浩
史
郎（
旭
小
学
校
）

■
個
人
小
学
３
・
４
年
生
の
部

①
松
下
広
大（
幾
野
連
合
子
ど
も
会
）

②
丹
羽
直
之（
私
部
子
ど
も
会
）

■
個
人
小
学
５
年
生
の
部

①
高
木
誠（
郡
津
子
ど
も
会
）

②
松
永
和
志（
私
部
子
ど
も
会
）

■
団
体
低
学
年
の
部

①
柴
野
地
区

交野弓道連盟 卓球大会 合気道演武大会
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『絵巻物が語る交野の神人』
　

今
回
で
、
こ
の
「
史
料
が
語
る

か
た
の
今
昔
物
語
」
の
コ
ー
ナ
ー

も
最
終
回
と
な
り
ま
す
。今
回
は

絵
巻
物
と
古
文
書
を
通
じ
、
絵
巻

物
が
語
る
交
野
の
神
人
を
紹
介
し

ま
す
。

神じ

に

ん人

　

石
清
水
八
幡
宮
の
「
神
人
」
と

呼
ば
れ
る
人
た
ち
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。神
人
と
は
、
簡
単
に
い

う
と
、
神
社
に
従
属
し
て
神
事
に

従
事
し
た
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

　

石
清
水
八
幡
宮
に
は
、
近
畿
各

地
に
多
く
の
神
人
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
。歴
史
も
古
く
、
確
認
で

き
る
と
こ
ろ
で
は
、
平
安
時
代
に

は
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
に
出

て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
交
野
に
も
、
神
人
と
呼

ば
れ
る
人
た
ち
が
２
グ
ル
ー
プ
存

在
し
ま
す
。一
つ
は
私
市
地
区
の

「
御み
さ
き
ば
ら
い
じ
に
ん

前
払
神
人
」
で
、
も
う
一
つ
が

森
地
区
の「
火か
ち
ょ
う
じ
に
ん

長
神
人
」で
す
。

　

な
お
、江
戸
時
代
の
史
料
で
は
、

御
前
払
神
人
の
中
に
星
田
村
の
人

が
お
り
、
神
人
が
村
単
位
で
任
命

さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
よ
う

で
す
。

放ほ
う
じ
ょ
う
え

生
会

　

御
前
払
神
人
や
火
長
神
人
が
最

も
活
躍
す
る
の
は
、
毎
年
８
月
15

日
に
開
か
れ
る
「
放
生
会
」
の
時

で
、
現
在
で
は
、
毎
年
９
月
15
日

に
石
清
水
祭
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
祭
り
の
時
で
す
。

　

放
生
会
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、「
石
清
水
八
幡
宮
史
」
に
よ

れ
ば
、
平
安
時
代
初
期
の
貞
観
年

間
（
８
５
９
〜
８
７
７
）
に
始
ま

っ
た
と
さ
れ
る
説
が
有
力
で
す
。

葵
祭
、
春
日
祭
と
と
も
に
、
日
本

三
大
勅
祭
（
勅
祭
＝
天
皇
の
命
令

に
よ
り
執
り
行
わ
れ
る
祭
り
）
の

一
つ
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
内
容
は
、
日
ご
ろ
殺
生

し
て
い
る
鳥
や
魚
の
霊
を
慰
め
る

た
め
の
行
事
で
、
午
前
３
時
、
八

幡
宮
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
三
神
が

三
基
の
御ご
ほ
う
れ
ん

鳳
輦
に
移
さ
れ
て
、
山

上
の
本
殿
か
ら
真
っ
暗
な
参
道

を
、
た
い
ま
つ
を
頼
り
に
お
ご
そ

か
に
下
山
し
、絹
屋
敷
で
休
憩
後
、

勅
使
一
行
を
迎
え
て
御お
た
び
し
ょ

旅
所
へ

向
か
い
、
ほ
の
ぐ
ら
い
朝
焼
け
の

中
を
平
安
時
代
の
天
皇
行
列
を
再

現
し
た
総
勢
５
５
０
人
ほ
ど
の
華

麗
な
行
列
が
進
む
と
い
う
も
の
で

す
。

　

こ
の
放
生
会
は
、
戦
国
時
代
の

混
乱
で
中
断
し
ま
し
た
が
、
江
戸

時
代
に
再
開
さ
れ
、
現
在
で
も
毎

年
行
わ
れ
て
い
て
、
世
界
で
も
ま

れ
に
み
る
、
１
１
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
祭
り
で
す
。

　

私
市
・
森
の
人
た
ち
は
、
現
在

で
も
放
生
会
（
石
清
水
祭
）
に
参

加
し
て
い
ま
す
。正
確
な
年
代
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
平
安
時
代
後

期
に
は
、
火
長
神
人
が
ち
ょ
う
ち

ん
を
持
っ
て
行
列
の
先
頭
を
進

み
、
御
前
払
神
人
は
行
列
本
体
の

先
払
い
を
し
て
進
む
か
た
ち
で
放

生
会
の
行
列
に
参
加
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

御前払神人
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６
回
に
わ
た
り
、
史
料
が
語
る

交
野
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
紹
介
し
て

い
な
い
歴
史
物
語
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
は
後
に
期
す
こ
と
と
し

ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
読
み
、
み
な

さ
ん
が
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
交

野
に
は
、
色
々
な
歴
史
物
語
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
交
野
に
対
す
る

愛
着
が
少
し
で
も
増
し
た
な
ら
幸

い
で
す
。

　

最
後
に
、
各
回
の
史
料
を
紹
介

す
る
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
所
有
者
や
関
係
者
の
方
々

に
深
く
感
謝
し
て
、
ひ
と
ま
ず
筆

を
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
野
市
文
化
財
事
業
団

上
田　

修

　

森
の
絵
巻
物

　

前
頁
と
左
の
写
真
の
絵
巻
物

は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
も
の

で
、
森
の
火
長
神
人
で
あ
る
向
井

家
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

絵
巻
物
に
は
、
貴
族
の
衣
裳
を

身
に
つ
け
た
御
前
払
神
人
と
火
長

神
人
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

神
人
任
命
の
補
任
状

　

下
写
真
の
古
文
書
は
、
寛
永
８

年
（
１
６
３
１
）
年
に
私
市
村
の

私
市
仁
左
衛
門
が
御
前
払
神
人
の

長
と
し
て
任
命
さ
れ
た
時
の
補
任

状
で
す
（
写
真
は
コ
ピ
ー
し
た
も

の
）。
石
清
水
八
幡
宮
放
生
会
は

延
宝
７
年
（
１
６
７
９
）
に
再
興

さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
よ
り
も
48
年

前
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
神
人
に
と
っ

て
放
生
会
は
大
切
な
も
の
で
し
た

が
、
そ
の
た
め
だ
け
に
神
人
が
存

在
し
た
の
で
は
な
く
、
遷せ
ん
ぐ
う宮
と
い

っ
て
、
石
清
水
八
幡
宮
の
御
神
体

を
新
宮
に
移
す
時
に
も
、
放
生
会

と
同
じ
よ
う
に
行
列
の
お
供
を
し

て
い
ま
す
し
、八
幡
宮
に
と
っ
て
、

神
人
の
存
在
は
不
可
欠
な
も
の
だ

っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
衣
裳
は
衣い
か
ん
の
そ
く
た
い

冠
束
帯
で
、
本

来
、
武
家
な
ら
ば
大
名
ク
ラ
ス
の

者
に
し
か
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す

が
、
放
生
会
の
時
に
は
、
た
と
え

ば
私
市
村
・
森
村
の
「
百
姓
○
○

衛
門
」
が
「
石
清
水
八
幡
宮
御
前

払
神
人
私
市
○
○
衛
門
」
や
、「
石

清
水
八
幡
宮
火
長
神
人
向
井
○
○

衛
門
」
と
い
う
ふ
う
に
苗
字
を
名

乗
り
、
大
名
と
同
等
の
衣
裳
を
身

に
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
森
村
の
領
主
は
小

田
原
藩
の
大
久
保
家
、
私
市
村
の

領
主
は
旗
本
の
越
智
氏
で
、
森
村

の
人
は
自
分
た
ち
の
殿
様
と
同
等

の
衣
裳
を
ま
と
い
、
私
市
村
に
い

た
っ
て
は
、
領
主
よ
り
も
格
の
高

い
衣
裳
を
着
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

火長神人

補
任
状
の
内
容

宮
寺
が
命
令
す
る
。

　

す
み
や
か
に
、
私
市
仁
左
衛

門
尉
源
宗
次
を
も
っ
て
、
御
前
払

神
人
職
の
頭
分
に
補
任
す
べ
き
の

事
。

　

右
旧
例
の
旨
を
も
っ
て
そ
の
職

に
補
任
す
べ
き
の
事
。

　

命
令
が
到
っ
た
な
ら
ば
、
執
行

し
な
さ
い
。

寛
永
八
年
辛
未
十
二
月
十
九
日

公
文
所
上
座
法
眼
院
玉

あ

と

が

き
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私
は
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
を
読
ん
で
、

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
自
分
の
一
生
を

貧
し
い
人
達
に
さ
さ
げ
て
ま
で
助
け

た
い
と
い
う
や
さ
し
い
思
い
や
り
の

あ
る
と
て
も
い
い
人
だ
と
思
い
ま
し

た
。
テ
レ
サ
は
イ
ン
ド
の
気
の
毒
な

人
達
の
た
め
に
食
べ
物
を
与
え
、
病

を
治
し
、
孤
独
の
う
ち
に
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
人
の
側
に
い
て
、
や
さ
し

く
、
真
心
を
こ
め
て
、
安
ら
ぎ
の
う

ち
に
こ
の
世
を
去
っ
て
ゆ
け
る
よ
う

な
は
げ
ま
し
と
な
ぐ
さ
め
を
絶
や
さ

な
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
の
晩
さ
ん
会
を
中
止
し

て
も
ら
っ
て
、
そ
の
費
用
を
イ
ン
ド

の
一
万
五
千
人
の
貧
し
い
人
々
の
一

回
分
の
食
費
に
あ
て
た
人
で
す
。「
私

だ
っ
た
ら
、
い
く
ら
貧
し
い
人
達
を

助
け
る
仕
事
を
し
て
い
て
も
晩
さ
ん

会
ぐ
ら
い
は
す
る
の
に
」
と
思
い
ま

し
た
。

　

テ
レ
サ
は
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
町
を
歩
き
、
日

本
の
乗
り
物
に
乗
り
ま
し
た
。
テ
レ

サ
の
目
に
う
つ
っ
た
日
本
は
、「
物

が
ゆ
た
か
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

国
。
で
も
心
の
貧
し
い
国
」
そ
の
言

葉
は
ま
ち
が
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
い
く
ら
平
和
な
国
で
も
「
ホ
ー

ム
レ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
人
間
が
い
る

か
ら
。
そ
の
人
達
が
い
く
ら
が
ん
ば

っ
て
生
き
よ
う
と
し
て
も
、
回
り
に

い
る
幸
せ
に
生
き
て
い
る
人
達
の
中

に
「
か
わ
い
そ
う
だ
な
。
助
け
て
あ

げ
た
い
な
」
と
思
う
人
が
少
な
い
か

ら
で
す
。
私
な
ら
、
少
し
だ
け
で
も

持
っ
て
い
る
お
金
を
出
し
て
あ
げ
る

の
に
…
。
と
思
い
ま
す
。

　

テ
レ
サ
は
、
神
が
自
分
を
導
い
て

道
を
示
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
自
信

を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
目
的
は
、
テ

レ
サ
の
祈
り
と
願
い
の
ま
ま
に
、
確

か
な
結
果
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い

き
ま
す
。
テ
レ
サ
は
人
の
役
に
立
つ

と
い
う
こ
と
に
自
分
の「
生
き
が
い
」

を
感
じ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
人
へ
の
思

い
や
り
の
心
に
つ
い
て
考
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
こ
の
本
を
読

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人権作文
〈心の窓〉

fi le.169

「マザー・テレサ
を読んで」

児　童　書

ちいさなねこ
 石井桃子　作
 横内襄　絵　福音館書店

　

　「ちいさなねこがおかあさん
ねこの見ていない間にひとりで
外に出かけました。
　自動車にひかれそうになった
り、大きな犬においかけられた
り、さあたいへん。いったいね
こはどうなるのでしょう。
　でもだいじょうぶ。おかあさ
んねこがこねこの声を聞きつけ
ましたよ。」
　いきいきと描かれているこね
この表情や迫力のある大きな犬
の顔などが、子どもの心をとら
えます。はらはらどきどきしな
がらも、最後は「おかあさんの
おっぱいをのんでいる。」と結
んであるあたりに、母親の存在
の大きさと胸いっぱいの満足感
が残ります。

かたの子ども文庫連絡会　石倉英子

図書だより

倉治小 6 年

川
かわもと
本理

り な
奈さん

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
耳かきのすきな王さま
　小薗江圭子　講談社
ぼくのかわいくないいもうと
　浜田桂子　ポプラ社
あおいじかん
　長崎夏海　小峰書店
カラスのはてな？
　からさわこういち　福音館書店
ジョニーのクリスマス
   やまだうたこ　教育画劇
くまさんとおちば
　森山京　ポプラ社
ベッシーによろしく
　花形みつる　学習研究社

天然石と宝石の図鑑
　塚田眞弘　日本実業出版社
おうち大好き！
　大橋明子　大和出版
電子債権
　大垣尚司　日本経済新聞社
成功する人の頭のなかみ
　米山公啓　中経出版
きみの友だち
　重松清　新潮社
恋せども、愛せども
　唯川恵　新潮社
2006年日本はこうなる
　UFJ総合研究所　講談社
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10
月
26
日
（
水
）、
い
き
い

き
ラ
ン
ド
交
野
で
第
一
中
学
校

（
坂
下
克
彦
校
長
）
の
全
校
生
徒

５
１
０
人
が
、
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共

催
し
て
行
わ
れ
た
人
権
教
育
の
講

演
会
で
、
シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
日
本
代
表
の
主
将
を
務
め
た
根

木
慎
志
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

愛
車
の
車
い
す
で
登
場
し
た
根

木
さ
ん
が
、「
障
害
者
が
楽
し
く

素
敵
に
暮
ら
し
て
い
け
る
か
を
考

え
な
が
ら
、『
出
会
っ
た
人
と
友

達
に
な
る
』
と
い
う
ラ
イ
フ
テ
ー

マ
を
モ
ッ
ト
ー
に
生
活
し
て
い
ま

す
」と
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
話
し
、

「
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
っ

て
、
み
な
さ
ん
も
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
生
徒
た
ち
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。　

　

野
球
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
な
ど

に
在
籍
す
る
男
子
生
徒
か
ら
選
抜

さ
れ
た
10
人
が
、
２
組
に
分
か

れ
て
、
１
試
合
２
分
の
車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
車
い
す
に
乗
っ
て
の
パ

ス
回
し
も
順
調
に
、
最
初
に
放
た

れ
た
シ
ュ
ー
ト
が
見
事
に
ゴ
ー
ル

し
、
コ
ー
ト
外
か
ら
の
声
援
も
高

ま
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
女
子
の
試
合
で
は
、
座

っ
た
姿
勢
で
の
シ
ュ
ー
ト
が
、
な

か
な
か
バ
ス
ケ
ッ
ト
ま
で
届
か

ず
、
選
手
た
ち
も
思
わ
ず
苦
笑
い

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諦

め
ず
に
一
生
懸
命
に
最
後
ま
で
ボ

ー
ル
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

　

対
戦
を
終
え
た
３
年
生
の
今
枝

さ
ん
は
「
車
い
す
は
な
か
な
か
思

っ
た
よ
う
に
動
か
ず
、
方
向
転
換

も
簡
単
に
い
か
な
か
っ
た
し
、
シ

ュ
ー
ト
も
、
い
つ
も
と
高
さ
が
違

っ
て
難
し
か
っ
た
」
と
、
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
先
生
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

の
混
成
チ
ー
ム
の
対
戦
が
始
ま
る

と
、
会
場
の
生
徒
た
ち
の
応
援
も

最
高
潮
。
日
ご
ろ
は
生
徒
た
ち
に

お
手
本
を
示
す
み
な
さ
ん
も
、
今

回
ば
か
り
は
勝
手
が
違
う
よ
う
で

し
た
が
、
純
粋
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
姿
は
さ
わ
や
か
で
し
た
。

　

坂
下
校
長
は
「
根
木
さ
ん
の
前

向
き
な
生
き
方
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
生
徒
達
も
、
障
害
者
と
普

通
に
つ
き
合
い
、
手
助
け
が
必
要

な
と
き
に
、
自
然
に
手
助
け
で
き

る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
日
差
し
が
、
後
か
た
づ
け

の
終
わ
っ
た
コ
ー
ト
に
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
の
軌
跡
を
映
し
て

い
ま
し
た
。

学
校

Topi
cs

トピ
ック
ス

第
一
中
学
校

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

車いすバスケットを

紹介する根木さん

慣れない車いすバスケットを

楽しく一生懸命プレイ
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
　 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はそ
の翌日）の9時30分から電話で広聴広報課（℡ 892・
0121）
土地建物相談（不動産鑑定士）
　13日（火）13時30分～16時30分、市役所別館
税相談（税理士）
　21日（水）13時～16時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　10日（土）星田市民センター、16日（金）市役所別館、
　いずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 27日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　28日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121）

心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）
　 第1・3水曜日、13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時30分、障害福祉係
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆうセンター
内基幹型在宅介護支援センター（℡ 894・3325）

知的障害児（者）相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日（28日、1月4日を除く）10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　2日（金）と16日（金）13時30分～15時、青年の家
　13日（火）と27日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日9時～12時15分と13時～17時30分（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時30分、ゆうゆう
センター　事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2階
（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・0121）

※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日(21日、28日、1月4日を除く）14時～16時、
ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 8日（木）10時～12時30分、市役所別館、定員3人（予
約制）、予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　15日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター 2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）教育相談（教育相談員）

　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員）
　毎週木曜日13時～19時、青年の家学務課
※問い合わせ　学務課（℡810・0522）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

12 月  7 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

12 月 14 日
（第 2水曜）

12 月 14 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

12 月 21 日
（第 3水曜）

12 月 21 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

12 月 28 日
（第 4水曜）

12 月 28 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

12 月  7 日
（第 1水曜）

12 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡ 892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月4点以内）は、粗大ごみ予
約受付センターへ申し込みが必要です。受付期間は各収集日の1か月前～1週間前です。（詳しくは「家庭ごみの出し方
マニュアル」をご参照ください。）
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康
・
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12 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日および 12月 29日（木）～ 18年 1月 3日（火）は除きます。

でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園
子育て支援センター「いちばんぼし　くらぶ」（保育士）
　 来所＝毎週火・水・木曜日13時～16時、電話＝毎日9時～
17時、子育て支援センター（星田3－10－8　星田保育園内）
※問い合わせ　子育て支援センター（℡891・1793）
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民踊教室
　毎月第2・4水曜日午後1時
30分～3時30分、藤が尾集会
所。全国の民謡を自由な服装で
健康づくりのために踊っていま
す。月会費500円（場所代100
円）。［申・問］大阪市文の里民踊
会の札埜さん（℡  893・3758）

交野着物着付同好会
　12月3日（土）から毎週土曜
日午前10時～正午（全16回）、
武道館。1人で着物を着て帯結
びができるまで。月会費2,500
円。持ち物は筆記用具・サラシ5
㍍・針・ハサミ・ものさし・コマ糸
30番。［申・問］直接会場か、藤谷
さん（℡  891・5674）か、新谷さ
ん（℡  892・8870）

交野俳句会
　毎月第1日曜日午後1時～4
時30分、武道館2階専修室1
号。対象・定員は市民若干名。会
費は5,000円（半年分）。講師は
NHK学園俳句講師の藤崎実さ
ん。［申・問］井上さん（℡  893・
0340）

第7回サイクルエイド・コンサート
　18年4月2日（日）、ゆうゆう
センター 4階多目的ホールで
開催されるコンサートでの出
演・出店者を募集。募集内容は
合唱・器楽・ダンスなどの出演者
と国際NPO・作業所の展示・物

産コーナー。［申・問］18年1月
15日（日）までに長谷川さん（℡  
090・9868・7486）

PAの会　Be～んず出演者募集
　18年5月28日（日）星の里い
わふねで開催する青少年の音
楽・ダンスコンサートBe～ん
ずの出演者募集。出演無料。事
前審査あり。主催はPAの会。
［申・問］１月31日（火）までに
又木さん(℡  ・℻  892・3911)

小学生バスケチーム  フェニックス
　①毎週月曜日午後7時～9時
②毎週金曜日午後5時～7時③
第2・4土曜日午前9時30分～正
午、場所はいきいきランドほか。対
象は市内の小学3年生～6年生。
入会金2,000円。会費4,000円。
体験入部歓迎。［申］直接練習会
場。［問］青山さん（℡  893・6424）

自分で着物を着てみませんか
　毎月第1・2・3火曜日午前10
時～正午、駅前住宅集会所。会
費は1回500円［申・問］津田さ
ん（℡  892・6581）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  募　　集　●●●

  善　　意　●●●

　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、預託していただきました。

▽松塚の岡本功さんから2万円

▽  交野市合唱祭協力金の一部1
万円

▽  私部の川東義男さんからチ
ャリティー野菜感謝代1万
5,214円（指定預託で盲導犬
育成事業と子どもゆうゆうセ
ンター残りを善意銀行へ）

▽  亡阪長キヨ子さんのご意思に
よる寄付6万円

伴は400円）。主催は初心山の
会。［申・問］岩本さん（℡  892・
0167）

初登り六甲山
　18年1月3日（火）午前7時
20分、阪急梅田駅3階改札口前
集合（会旗が目印）。阪急芦屋川
駅－荒地山－打越峠－阪急岡
本駅。成人向き約12㌔。定員20
人。交通費550円。参加費300
円。持ち物コップ。［申・問］岩本
さん（℡  892・0167）

伊勢神宮初もうで
　18年1月7日（土）午前7時
10分、河内磐船駅集合。雨天決
行。駅－木津－加茂－亀山－伊
勢市－近鉄五十鈴川駅－宇治
橋－内宮。一般向き6㌔。青春
18キップ使用（要予約）。交通費
3,000円。参加費200円。［申・
問］鶴園さん（℡  891・6002）

点字カレンダーを無料で進呈

　ボランティアグループ点訳「虹の会」が点字カレ
ンダー（18年版）を作りました。希望者に無料で進
呈します。［申・問］ボランティアセンター（℡  894・
3737）

神宮寺～（みかん狩）～府民の森
　12月18日（日）午前8時30
分、京阪交野市駅1階山側集合。
神宮寺～（みかん狩）～府民の
森。約6㌔。対象は小学4年生
（保護者同伴）～成人まで。定員
20人。参加費300円（保護者同

  ハイキング　●●●

伐採木などを配布します

　大阪市立大学理学部附属植物園では、冬にな
るとコナラ・クスノキなど、さまざまな伐採木や
せん定枝がたくさん出ます。このような木を有効
に活用していくため、希望者に無償で提供しま
す。希望する人は、1週間前までに在庫を確認の
上、指定の日時に取りにきてください。
　趣味のサークル・個人などは問いません。工芸
品や実用品の材料としてぜひお使いください。
［問］同植物園（℡  891・2059　℻  891・2101）

おわびと訂正
　「広報かたの」11月1日号29ページ「民謡・新
舞踊」に誤りがありました。誤りは「民謡」で、正し
くは「民踊」です。深くおわびして訂正いたします。
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［問］鈴木さん（℡  892・0088
　℻  892・6078）

家庭用品修理会
　12 月 13 日（ 火 ）～ 15 日
（木）と18年2月14日（火）～
16日（木）午前10時～午後3
時、市役所別館前。切れなくな
った包丁やはさみ、靴、傘な
ど日用品の修繕・修理。［問］交
野市消費生活問題研究会（℡  
892・8568）

第三バザー
　12月17日（土）午前10時
～午後4時、作業所クローバ
ー。衣類・陶器・小物などの販
売。お正月のしめ飾りの予約
も受け付けます。［申・問］上野
さん（℡  894・4822）

協会創立10周年
X’masコンサート
　12月 17日（土）午後２時
～、ゆうゆうセンター４階多
目的ホール。交野ジャズクリ
エーションと大阪音大生・OB
グループの演奏会。定員は先
着 200 人。協力金 1,000 円。
［申・問］音楽協会の西河さん
（℡  892・6600）

みんなのページ

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です
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国際ひろばin北河内
　12月18日（日）午後0時30
分～2時30分、ゆうゆうセン
ター多目的ホール。異文化交
流＝見る！ 聴く！ 食べる！
入場無料。主催は交野発国際
親善の輪、枚方交野国際奉仕
活動協会。後援は交野市、枚方
市、寝屋川市。［問］番号通知で
長谷川さん（℡  090・9868・
7486 ）

冬休み親子パン教室
　12月 22日（木）午後 2時
～ 4時 30分、ゆうゆうセン
ター調理室。会費は親子1組
2,600円。ピーターぱんクラ
ブ山田和子先生の指導でユニ
ークパンをつくります。［申・
問］山田さん（℡  090・3999・
5973）

正月用生花教室　未生流
　12月27日（火）
午後1時～4時30
分、武道館2階研
修室。定員20人。
講師は鵜飼好子

さん。主催は山ゆり会。参加費
1,000円。花代3,000円。［申・
問］志田さん（℡  894・2523）

廃油 （食用油）回収

と 　き　偶数月の第3土曜
日午前9時30分～10時
30分

ところ

▽市役所（北側）

▽天野が原会館 

▽青山集会所

▽松塚ふれあい館 

▽梅が枝集会所

▽行殿団地内 

▽幾野集会所

▽倉治公民館 

▽私市会館

▽青葉台自治会館 

▽私市山手自治会館

▽藤が尾ふれあい館 

▽星田山手自治会館

▽星田市民センター 
▽妙見坂自治会館

▽星田会館 

▽倉治2－18－6（古川宅前） 

▽私市２－31－5（杉本宅）
※容器はお持ち帰りください。
［ 問］交野市消費生活問題研
究会（℡   892・8568）



  催　　し　●●●

水彩画「二水会展」
　12月1日（木）～7日（水）
午前9時30分～午後4時30
分（7日は午後4時まで）、青
年の家1階ロビー。有名人の
似顔絵と＋1作品を発表。主
催は交野市在住の水彩画同好
会「二水会」。［問］服部さん（℡  
892・6324）

お正月成人用着付け講習会
　12月 6日（火）、武道館第
1・2専修室、７日（水）、幾野
南集会所、いずれも午前9時
30分～正午。振りそでの着付
け、変わり結びの講習。参加
費無料。持ち物は着物一式・
帯・小物。主催は和装技術研
究会。［問］根本さん（℡  891・
5073）

ピアノとトロンボーンの
クリスマスコンサート
　12月7日（水）午後1時（午
後0時30分開場）、ゆうゆう
センター 4階交流ホール。参
加費300円。［申・問］交野バ
プテスト教会の渡辺さん（℡  

893・5711）か、小磯さん（℡  
891・1733）

ケナフ染液絵といろいろ作品展
　12月9日（金）～11日（日）
午前9時～午後5時（9日は午
前10時～、11日は午後4時
まで）、青年の家1階ロビー。
入場無料。会員の作品を展示。
主催はなんでもくらぶ地球環
境を考える会。［問］山基流の
山本さん（℡  893・8918）

社交ダンスパーティー
　12月10日（土）午後6時～
9時、ゆうゆうセンター 4階
多目的ホール。プロデモ、フ
ォーメーションなど。飲み物・
スナックなども準備。参加費
1,000円。主催は交野社交ダ
ンス同好会土曜クラス。［申］
当日会場［問］近藤さん（℡  
893・1387）

七宝の体験講座を行います
　12 月 11 日（ 日 ）と 18 日
（日）午後1時～4時、森区民
ホール。費用は1回1,000円
～1,500円（金具など材料費
含む）。講師は京都市立芸術大
学大学院卒の鈴木周子さん。
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こんにちは 裏　面

人口と火災・救急
10 月末の市の人口（前月比）

　人　口　79,583 人　（＋ 340）
　　男　　39,088 人　（＋ 314）
　　女　　40,495 人　（＋　26）
　世帯数　29,748      （＋ 350）

10 月の火災と救急
火災   1 件 　　救急　213件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消
防サイレンを鳴らします。

　子どもの視点でまちを巡る
「わたしたちのまち探検隊」に
同行して思ったのは、大人が考
える危険な場所は、子どもにと
って、面白いところだったりす
るということです。
　子どもの好奇心をつまない程
度にこっそり見守る地域づくり
が理想かもしれませんね。（か）
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文化咲かせて30年

▼

各
小
学
校
の
展
示（
青
年
の
家
）

▼

舞
台
は
熱
演
が
続
き
ま
し
た（
星
の
里
い
わ
ふ
ね
）

▼
所
狭
し
と
並
ん
だ
作
品（
青
年
の
家
）

▼

ビ
シ
ッ
と
決
ま
っ
た
ポ
ー
ズ（
星
の
里
い
わ
ふ
ね
）

　11月4日（金）～6日（日）、青年の家や星の里
いわふねなどで、文化連盟の設立30周年を記
念する市文化祭が、盛大に催されました。
　展示と発表の部に分かれ、日ごろの成果や
作品を存分に披露していました。

平
ひ ら の

野  太
た い ち

智です
平成15年5月31日生

「バスに乗って〝バチュバチュはちる～〟と
歌うのが大好き！」

（星田西）

塩
し お み

見  菜
な な ね

々音です
平成15年10月8日生（写真左）

　　  萌
も も ね

々音です　　
平成15年10月8日生（写真右）

「2人仲良く元気に大きくなってね」
（私市）


